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Gno’s Highlight!!Gno’s Highlight!!GGnnoo’’ss HHiigghhlliigghhtt!!!!

知らない単語でも文脈や語源から推測して大体雰囲気が分かるようになると、大き
な流れはつかめて内容が分かるので楽しくなっていきました。
母家 敬之さん（文Ⅰ・渋谷教育学園幕張）

東京大学 文系 Part１　４ページより

グノの数学は「どうやってその考え方にたどり着くか？」に時間をかけてください
ました。「どうやったらその発想になるか？」をいろんな角度から書いてくださって、
「どうして自分がそれを思いつけなかったのか？」を知ることができるので、次に活
かしやすかったです。飯島 悠季奈さん（理Ⅱ・渋谷教育学園渋谷） 東京大学 理系 Part１　25ページより

グノは宿題の量がほどほどで、学校生活や学校行事を圧迫するほどではなく、しっ
かり両立できました。振替も授業の直前までHPで簡単にできたり、コロナ禍になっ
てからは映像授業を見ることもできたので、学校の予定が急に入っても必ず授業を
受けられました。石村 瑠菜さん（文Ⅲ・吉祥女子） 東京大学 文系 Part２　９ページより

グノで学んだことは役立つものしかありません。特に、語源や語根から意味を推測
することを学べたことと、語順のまま解釈するのが習慣化できたことです。これか
ら他の言語を第二外国語として学ぶ時にも活きてくると思います。
橋爪 佑季さん（文Ⅱ・駒場東邦） 東京大学 文系 Part ３　18 ページより

グノの物理は公式から入るのではなく現象から入るのが他との違いです。公式は現
象を理解するためにあることが理解できて、公式に対するモヤモヤした印象が解消
できました。中山 渡さん（筑波大医・麻布）

国・私立大学 医学部 Part２　51 ページより

高３の英語の授業では英作文と読解があって、それぞれの授業で先生からその日の
内にフィードバックをもらえるのが自信にもやる気にもつながりました。
岡本 陽資さん（東京医科歯科大医・駒場東邦）

 東京大学 理系 Part２　31 ページより

数学のセルフチェックシートは最初「めんどくさい」と思っていたけれど、続けて
いくと効果が表れてきます。言語化することで、穴埋めではない記述解答の国公立
にも対応できます。伊藤 ゆめかさん（大阪大・豊島岡女子学園）
 国・私立大学 医学部 Part１　45ページより

先生方との距離感はとても近くて、本当に個人個人の意思やスタイルを尊重して、
時には的確なアドバイスをしてくださって、そういう距離感や空気感はとても居心
地が良くて、学んでいて楽しかったです。赤嶺 佑奈さん（東京女子医科大医・浦和明の星女子）
 中学受験グノーブル OB・OG座談会　57ページより

グノは英語力を底上げしてくれる塾です。大学受験をゴールとした英語ではなく、
英語力をボトムアップすることによっていろいろな英語に対応できるようにしてく
れます。小花 栄貴さん（理Ⅰ・開成）
 東京大学 理系 Part３　36ページより
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2023 年東京大学・医学部合格者インタビューをお届けします。

今号は、中学受験グノーブルOB・OG座談会も収載されています。

膨大な情報量になっていますが、グノーブルを活かして最大の効果を上げるためのヒン

トがぎっしり詰まっていると思います。これから大学受験をされる皆さんには、マーカー

類を片手に、気になる発言や参考になりそうな箇所に印をつけながら全編に目を通すこ

とをお勧めします。

勉強を進めていく時に大切なことは、先輩の体験や先生の助言を参考にしながら、徐々

に自分に合った勉強法を確立していくことです。このグノレットの中に、お手本にでき

ることがあれば、ぜひ、お試しください。

また、勉強に行き詰まったり、気持ちが折れそうになったり、迷いが生じることもある

でしょう。そんな時には、改めてこのグノレットを開いて先輩たちの声に耳を傾けてみ

てください。きっと勇気をもらえると思います。

2023 年６月　グノレット編集部
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＊  SUMMING-UP LABORATORY：高３の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。
知的にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

母家：僕は中学１年生のスター
トダッシュ講座＊からです。兄
がグノーブルに行っていた関係
で入りました。兄からや、兄の
友達からグノの話を聞いたりし
て、「グノいいね」となりました。
澤田：同じく中１のスタート
ダッシュ講座から通いました。
私も兄がグノに通っていて、
「すごくいいよ」と聞いていた
ので、英語も数学もグノにしま
した。国語は高１で古文を取り
ました。周りの人たちが他塾に
通っていても、私はそちらのほ
うが良いとは思いませんでした。
丸山：僕は高１から入りました。
もともと中学生の時から「高校
生になってから、勉強に力を入
れるために塾をスタートしよ
う」と決めていました。グノを
選んだ理由は、親から「英語は
グノがいいらしいよ」という話
を聞いていたからです。駒東は
グノ生が多いです。
里見：中３の冬にコロナのまん
延で部活動がなくなりました。

時間ができたのでとりあえず説
明会に参加してみました。先生
が直接お話をしてくださったの
ですが、「いいな」と思いました。
サッカー部の先輩もグノを勧め
てくれたのと、親経由で友人の
お兄さんもグノだと聞いていま
した。駒東内では「英語はグノ
がいい」と評判だったし、説明
会も気に入ったので、高１の春
期講習からスタートしました。
部活が終わったあとにみんなで
塾に行くのが楽しかったです。

澤田：グノは先生も生徒もすご
く意識が高くて、授業の密度が
濃くて熱くて、刺激を受けまし
た。先生には隅々まで見ていた
だきました。先生はすぐに生徒
の顔と名前を覚えてくださいま
す。受験報告会の時も、中学生
の時に壁の端のほうに座ってい
た私を先生が覚えてくださって
いたことがうれしかったです。
里見：僕は他科目でもうひとつ
別の塾に通っていましたが、そ
ちらは教室が大きくて人数も多
くて、先生が一方的に話すだけ
でした。課されたものをこなす
受け身の授業です。一方、グノ
は、小さい教室だから先生と生
徒との双方向の授業で、自発的
に勉強できるのが良かったです。
たとえば、先生が解説してくだ
さっている時、僕が不安な表情
をしていると、先生がそれに気
づいてくださいます。それは本
当にすごいと思いました。
丸山：グノの一番の特徴は当て
られることだと思います。先生
は最初の授業から名簿も見ずに
生徒の名前を言っていくので、

「すごいな」と思ったことが印
象に残っています。僕も里見君
と同じ塾に通っていて、英語の
講習を受けたことがあります。
あちらは教室が本当に広いし、
受験英語をやっているイメージ
が強かったです。一方、グノは
英語力そのものが鍛えられてい
る感じがして、その大きな違い
がグノの良さだと実感しました。
母家：僕は他塾の冬期講習で数
学を受けました。家で問題を解
いてきて、塾で一方的に解説を
聞く授業でした。これに対して、
グノは授業内に問題を解く時間
があって、解いたばかりの新鮮
な気持ちのまますぐに問題の解
説を受けられるので、それが良
いところだと思います。

母家：家では、「英語の授業が
こんな内容だった」ということ
をよく話していました。学校で
は「どこの塾に行っている

の？」と聞かれたら「グノーブ
ル」と答えていました。僕がグ
ノーブルを勧めたことでグノー
ブルに通った人も数人いました。
学校にグノーブルを広められた
のかなと思っています（笑）。
丸山：駒東にはグノ生がめちゃ
くちゃ多いので、グノの話はよ
くしていました。特にサミング
アップ＊の点数や、「今回はむず
くない？」みたいな話が多かっ
たです。家族には、点数が良
かった日にたまに話していたく
らいです。
里見：僕も親とは結構話してい
ました。英語の文章自体が面白
くて、知らないことばかりだっ
たので、「こういうのがあるら
しいよ」みたいな話をすること
がよくありました。親と話す
きっかけにもなっていました。
澤田：私も、その日に扱った文
章について、「これってこうな
んだよ」と親に話していました。
読解の先生がよく野鳥の話をし
てくださって、たとえば「アル
プスを越えるツルがいるんだ
よ」みたいな話を聞いた日は、
それを親に一方的に話しました。
学校では、グノに通っている人
同士で集まって「先生のこうい
うところが好きだよね」と話し
ていました。

澤田：すごく両立しやすかった
です。通常授業の振替がしやす
くて、休まずちゃんと受けられ
たのが良かったです。
里見：部活が忙しかったんです

が、部活を終えてからでも授業
に通えて良かったです。グノの
勉強は復習が中心で宿題は多く
なかったので、家での負担も少
なかったです。グノは部活とも
学校の勉強とも両立しやすかっ
たと思います。
丸山：両立はしやすかったです。
僕はあまり振替をしませんでし
た。「１週間に１度この日にグ
ノに行く」というペースが崩れ
るのが嫌だったからです。映像
授業を利用したこともありまし
たが、そもそも僕はグノの授業
に行けなかったことがあまりあ
りませんでした。
母家：僕は学校が遠かったので、
部活終わりに塾に行くことはで
きませんでした。国語も通常授
業を取りたかったけれど、部活
との兼ね合いでできなかったの
で、完璧に両立できたかといえ
ばできませんでした。ただ、英
語に関しては、学校の勉強にグ
ノの勉強が影響することはなく、

東京大学東京大学
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グノーブル入塾のきっかけ

グノーブルの話題
学校とグノーブルとの両立

＊スタートダッシュ講座：新中１対象の講座（２～３月に開講）。
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そこは両立できました。

里見：高１の初めの頃、本当に
英語を全然やっていなくて、ゼ
ロからのスタートでした。でも、
英語と日本語の違いがグノでは
しっかり説明されたので、すぐ
に英語に慣れられました。グノ
では、英単語を日本語に対応さ
せていくのではなくて、成り立
ちから英語としてのニュアンス
を教えてもらえます。返り読み
も決してせずに、英語の語順通
りに解釈していくやり方も教え
てもらえます。
　英語の構造がグノの授業を通
して自然に頭に入ってきたので、
読むスピードもすごく上がりま
した。英文の論理の展開にも慣
れたので、「ここはこういうこ
とが書いてあるんだろうな」と
推測しながら読むことができる
ようになって、英語を読むのが
楽になりました。

グノのおかげで自分の力で読ん
でいけるようになれたので、大
学に入ってから出合う英文にも
あまり不安はありません。
母家：僕は単語の暗記が苦手で
した。でも、グノでは単語丸暗
記ということはありません。先
生が、文章で出てきた単語を語
源から掘り下げてくださったの
で、苦なく覚えられました。そ
ういう点で、そもそも英語の勉
強が嫌だったのが嫌でなくなっ
たのが大きかったです。嫌でな
くなったので積極的に勉強でき
るようになって英語の力が身に
つきました。
丸山：僕も英語の力がつきまし
た。きっかけは高３から始めた
音読です。そこから英語が安定
しました。実は、高１と高２は
音読をやっていませんでした。
　それから、僕も単語帳が苦手
だったので、グノの単語の覚え
方は本当に良かったです。
里見：僕は高１の頃は単語帳の
暗記をやって英語から日本語の
意味は１対１で入っていたけれ
ど、それだと限界が来て、すぐ
に応用が利かなくなります。グ
ノで語源を教わって根幹のイ
メージみたいなものを習得する
と、文脈に合致する意味が自然
に引き出せるようになります。
解説の時に、日本語訳だけでな
く、言葉のイメージのようなも
のを教えてもらえたおかげで、
いちいち日本語に置き換えるこ
となくスラスラ読める感覚も身
につきました。
母家：単語帳を使った勉強だと、

結局、英語を日本語と対応させ
て覚えているだけなので、覚え
ていない単語が次々出てくると
文章が全然読めなくて「英語っ
てつまんないな」となってしま
います。僕にはそういう時期が
ありました。でも、知らない単
語でも文脈や語源から推測して
大体雰囲気が分かるようになる
と、大きな流れはつかめて内容
が分かるので楽しくなっていき
ました。グノで勉強すればする
ほど、日本語を読んでいるみた
いに英語を読むのに慣れて、と
ても読みやすくなっていくのが
実感できました。

澤田：私は最初、英語を日本語
に置き換えて日本語で理解しよ
うとしていたんですけれど、英
語を英語のまま理解できるよう
になって、英語を使っている人
たちの気持ちを理解できるよう
になりました。音読のおかげで
す。先生がいつもおっしゃって
いた「迫真の演技で、自分がス
ピーチをしているかのように音

読する」のをやっていたら、本
当に効果がありました。
丸山：僕も音読が一番だったと
思います。音読を始めてから英
語の成績が伸びました。サミン
グアップのプリントには音声教
材もあるし、毎日読んでも負担
にならない分量だし、英語を英
語のまま読むのもそこで鍛えら
れたと思います。音読を続けて
いると、普通に日本語を使って
いる感覚に近くなります。英語
なのに外国語をやっている感覚
がなくなっていったのは、高３で
力がついてからでした。音読を
やる前は、英語を前から読んで
も１個ずつの単語をバラバラに
日本語に訳しながら解釈してい
ましたが、英語のまま読めるよ
うになったのは大きかったです。

母家：授業内の演習と添削はす
ごくありがたかったです。添削
もすぐに返ってきて、その場で
解説を聞けるから、自分のでき
なかったことや課題もすぐに分
かって、すぐに改善できて、す
ぐに復習できました。
里見：宿題で演習して別の日に
解説だと、寝たら内容を忘れて
しまいます。でも、グノは演習
直後に解説してもらえるので、
自分が演習でモヤモヤしていた
ところを覚えていられます。そ
の状態で解説を聞くと「そうい
うことだったんだ」と納得感も
得られました。
丸山：里見君の言うとおり、授
業内演習だと、自分が分からな

かったところを覚えていられる
し、分かった気になったところ
も覚えていられます。すぐに解
説されるから「ここが違ったん
だ」と印象に残ります。
澤田：授業内演習では先生が添
削してくださって、生徒の状況
を分かった上でどこを重点的に
解説するか決めてくださってい
るようでした。授業内で演習し
て、すぐに添削が返ってくるの
で、添削された自分の解答を見
ながら解説を聞けます。そのお
かげで、すごく身に染みるとい
うか体に入ってきました。英語
を自分のものにできている感じ
がしました。
　解説では、語源などもきちん
と説明してもらえましたし、ア
カデミックな文章の構成を説明
してもらえたので、「筆者はこ
れを言いたい」、「ここはそのサ
ポート部分」と英語での論理の
展開もきっちり理解できたので、
グノで学んだことはきっと将来
役に立ちます。

澤田：中１から受けました。す
ごく良かったです。グノの数学
は授業内に演習します。先生が
回って途中式を見てくださって、
「ここでつまずいているよ」み
たいにアドバイスをくださいま
す。すぐに答えを言うのではな
く、なるべく自分で解決できる
ように工夫された授業でした。
小学生時代は算数が本当に苦手
だったんですが、数学がすごく
好きになりました。

丸山：僕は高１からです。生徒
が演習している時、先生が近く
に来て見てくださいます。それ
が印象的でした。途中まで書い
たものまでしっかり見てもらえ
るのもグノらしさでした。
母家：僕も中１から受けました。
もともと算数が好きで数学も好
きだったのですが、グノの数学
は特に楽しかったです。特に高
校１年の時の先生にすごくお世
話になりました。数学が大好き
になりました。
　グノの数学は少人数で、ほぼ
個別対応みたいな感じでした。
途中でつまずくと解説まで暇な
塾もありますが、グノではつま
ずいたらつまずいたで、どこで
つまずいているのかをその場で
教えてもらえるのが良かったで
す。

母家：高２で古文を取って、高
３の冬期講習と直前講習にも参
加しました。高１まで古文が苦
手で、古文単語帳も嫌いでした。
でも、“グノオリジナル古文単

グノーブルの数学

グノーブルの音読

授業内演習と添削

グノーブルの英単語習得

グノーブルの国語

里見 悠成さん
（文Ⅰ・駒場東邦）

澤田 幸希さん
（文Ⅱ・吉祥女子）

母家敬之さん（文Ⅰ・渋谷教育学園幕
張）
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語帳”は別でした。これは英語
と同じで、丸暗記ではなく語源
を書く欄や派生語を書く欄が
あって、自分で埋めていく形式
です。つながりや似た言葉を混
同しないように工夫されていて、
とても役立ちました。それから、
授業内でたくさん文章を読むの
で、読んでいくうちに単語が分
かるようになっていきました。
澤田：私は高１で古文、高２で
現代文、高３で東大国語を受け
ました。国語も全部良かったで
す。他の科目と同じくただ一方
的に聞くだけでなく当てられま
す。古文はお帰り問題があって、
毎週書いて添削していただいて、
次の授業で解説されます。それ
を毎回やっていたので実践力が
つきました。現代文もその場で
リライトして、それをまた見て
いただいて、記述問題が書ける
ようになりました。現代文はグ
ノでやっておけば大丈夫です。

澤田：本当に皆さん熱意があっ
て、その科目に対する愛情が伝

わってきて、こちらもうれしく
なりました。背筋が正される思
いというか、頑張ろうと思えま
す。英語の先生の中に板書の量
がすごくて、毎回授業をするた
びに黒板の下にチョークの粉が
うっすら積もるぐらいでした。
その先生はとにかく情熱的な授
業で、東大国語の先生が「魂を
削る授業」とおっしゃっていて、
本当にそのとおりだなと思いま
した。
里見：先生は皆さん、楽しそう
に授業をしてくださったのが印
象的でした。けだるそうな先生
の授業よりも、こっちも楽しく
て「話を聞きたいな」と思えた
ので、説明がすっと入ってきま
した。
丸山：皆さんの熱意がすごかっ
たです。それと距離が近いのも
特徴です。こちらが授業を受け
て学ぶ場なのに、こちらの熱意
よりもあちらの熱量が高いかも
しれないという状況でした。
引っ張っていただいた感じがあ
ります。
母家：親しみやすい先生ばかり
でした。中１からいろいろな科
目を取って、いろいろな先生の
お世話になりましたが、例外な
くどの先生も関わりやすい雰囲
気でした。中１の時にお世話に
なった先生と今でも仲が良いの
もうれしいですね。

澤田：グノを大好きになったら
相乗効果ですべてうまく回り出
します。グノは通っていたら絶

対に好きになります。
里見：受験では、不安になってい
ろいろな教材に手を出したくな
ると思うけれど、グノの復習だ
けを徹底的に行いましょう。授
業の１週間前もそうですが、長期
休暇だったら１か月前や３か月
前の教材を見直すなどして、と
にかく復習を徹底すれば、英語
は自然とできるようになります。
丸山：先生が「こうやったほう
がいいよ」とおっしゃることを
信頼してやるのが一番です。グ
ノに入った時からずっと「GSL＊

をやりましょう」と言われるの
で、本当にそれをやってみるの
が大事だと思います。僕は高３
からしかやらなかったので、最
初から先生の言うことを聞いて
おくべきだったなと反省してい
ます。
母家：僕は一番前の列に座って
いて、授業に集中していました。
先生の前だと集中度がMAXに
なるので、その特等席を取るこ
とが大切だと思います。

後輩へのアドバイス

＊  Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、
英語が得意なグノーブル生の土台を築いています。

グノーブルの先生

佐藤：僕は小学４年から５年く
らいまで他塾に通っていました
が、宿題の量が多すぎて辞めて
しまいました。途中、８か月間
くらい中学受験の勉強をしてい
ませんでしたが、小６の６月く
らいに改めて「塾に入ろう」と
思いました。小規模で面倒見が
良さそうだったので、親と相談
してグノーブルに決めました。
　僕は前の塾のガツガツした雰
囲気が好きではなくて、丁寧に
フォローしてくれるグノーブル
が合っていました。当時は中学
受験のための国算理社４科目で、
通常授業と土曜特訓、日曜特訓
のすべてを取っていました。そ
れにプラスして個別指導グノリ
ンク＊でフォローしてもらって
いました。
石村：私は、小学２年に上がる
タイミングで地方から引っ越し
てきて、中学受験について全く
知らない状態でした。周りが受
験するタイミングで、「自分も
受験してみよう」と決めて塾を

探しました。その時に開校した
グノーブル吉祥寺校に当初から
入ることができて、みんな同じ
レベルで国算理社を一から教え
てもらえました。
　先生がすごくコミュニケー
ションを取ってくださって、添
削を丁寧にしてくださったり褒
めてくださったりしたのが記憶
に残っています。少人数で友達
もできやすく、アットホームな
雰囲気でした。

因間：グノーブルの英語でお世
話になっていた姉から「すごく
いい」という話を聞いていまし
た。母からの勧めもありました。
　私は高校生になったらグノー
ブルのお世話になることを決め
ていて、中学生の頃は季節講習
だけ参加しました。その時にす
ごくいい先生に出会ったので、
予定を変更して、数学は中３の
春からお世話になりました。英
語は中３の秋から通い始めまし
た。国語は高３で東大国語を受
講しました。

佐久間：僕は塾を探していた時
に、グノーブルのHPで代表の
動画を見て、「この塾は良さそ
うだな」と思い、高１の春から
英語を受講しました。国語は高
３の東大国語、数学も高３から
取りました。「受験をするにあ
たって英語以外もやったほうが
いいかな？」と思ったのがきっ
かけです。
本多：高２から入りました。４
年間は塾に行かず、「自分で勉
強しよう」と思っていました。

東京大学東京大学
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中学受験グノーブルの思い出

グノーブル入塾のきっかけ

＊ グノリンク：個別指導グノリンク。対象は小学生から大学受験生まで。難関中、医学部、難関大学受験に向けた学習指導だけでなく、内部進学を目指す方も全
面的にサポートしています。

丸山 晴己さん
（文Ⅲ・駒場東邦）

母家 敬之さん
（文Ⅰ・渋谷教育学園幕張）

石村瑠菜さん（文Ⅲ・吉祥女子）
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でも、高２のタイミングで周り
の人たちが塾に行き始めて焦っ
たのと同時に、「本格的にもっ
と英語を勉強したいな」と思っ
たこともあって、塾選びをス
タートしました。駒東では「英
語で塾に行くならグノ」という
雰囲気がありました。
佐藤：大学受験グノーブルは、
スタートダッシュ講座＊がすご
く良くて「行こうかな」と思い
ましたが、まずは中学校の勉強
に学校だけでどのくらい対応で
きるかも試してみたかったので
見送りました。親からも「まず
は学校で良い成績を取れるよう
になってからにしないと、どっ
ちつかずになるのではないか」
と心配されていたのもあります。
　結局、高校１年生の春休みに
入塾しました。その前に予備校
の講習も受けましたが、予習が
前提で授業中は演習せずに一方
的な解説があるだけで、自分に
は合いませんでした。グノーブ
ルは授業内演習があってその場
で集中できるし、復習に力を入
れているので予習しなくていい
のが魅力的でした。中学受験で
親近感があったのも入塾の決め
手になりました。
石村：大学受験グノーブルには
中２で春期講習に通い、そこで
良い印象だったので入塾しまし
た。先生とのコミュニケーショ
ンという点で中学受験グノーブ
ルと同じものを感じて、「ここ
でならやっていける」と思いま
した。

石村：他塾は一方向型の講義形
式の授業が多い印象です。一方、
グノーブルは先生が当ててくだ
さったり添削があったりする双
方向型で、生徒が主体的に参加
していくスタイルです。最初の
頃、私は当てられるのが不安で
恥ずかしい思いもありましたが、
逆に人前で思いっきり間違う経
験を通して、間違えることは恥
ずかしくないし、記憶にも強く
定着することだと思えるように
なりました。
佐藤：友達が通っていた中高一
貫進学塾では大量の予習が必要
でした。グノーブルは予習の必
要がほぼなかったのが、大きな
違いです。それから、他塾で受
けた授業では、講義が一方的に
続いて、演習もなくて、集中力
がもたなくて途中で寝てしまい
そうになりました。グノーブル
は演習できるし、生徒と先生の
やりとりで授業が進むのでずっ

と集中していられます。
本多：僕は他塾の数学に通って
いましたが、その塾では「模試
ごとに成績を提出」とか「学習
計画を提出」というのがあって、
僕は自分で勉強して足りないと
ころを伸ばす意味で、演習だけ
を求めて塾に行っていたのに、
こういうのは要らないな、と思
いました。グノは良い意味で干
渉が少なくて自由な感じでした。
自由に英語の勉強に集中できた
のは大きかったです。
佐久間：グノーブルでは自分か
ら求めれば、その場でもメール
でも先生がどんどん質問に答え
てくださるし、相談にも乗って
くださいます。過去問の添削も
どんどんしてくださいました。
主体的に勉強する人や積極的に
塾を活用したい人にぴったりの
塾だと思います。
因間：グノの印象は３つありま
す。１つ目は、宿題の量が多す
ぎないことです。そのおかげで、
特に学校の委員会の仕事が忙し
かった高２も乗り切れました。
　２つ目は、毎回の授業が楽し
いことです。私はグノの授業が
大好きでした。社会だけはグノ
にはなかったので他塾のお世話
になっていたけれども、グノの
ような楽しさは感じられません
でした。
　３つ目は、授業内の演習です。
記憶を定着できるという点では、
その場で演習して答案を提出し
て、すぐに添削してもらえて、
解説を聞いて理解するというサ
イクルが１回の授業でまとまっ

＊スタートダッシュ講座：新中１対象の講座（２～３月に開講）。

グノーブルの印象

ているのは、とてもありがた
かったです。

因間：家では母と姉とグノーブ
ルの話をよくしていました。姉
が英語でお世話になっていたの
もあって、私も姉もお世話に
なった先生の話や英文の話で盛
り上がっていました。学校では
「今日のサミングアップ＊はど
うだった？」という話をしてい
ました。
佐久間：早稲田の生徒の半分は
推薦で早稲田大に行くので、そ
もそもあまり塾に行きません。
そういう環境でしたが、僕はグ
ノの先生の話を友達にすること
が時々ありました。
本多：駒東にはグノ生が多いの
で、クラス分けが発表された次
の日に「上がった」「落ちた」と
みんなで話していました。学校
から４人くらいまとまってグノ
に行くこともあったので、授業
の前に「今日のサミングアップ
は自信あるんだよね」とか話し
ていました。サミングアップと
クラス分けの話は家族ともよく
していました。
佐藤：武蔵はそんなにグノーブ
ル生が多い学校ではありません
が、僕はグノーブルが好きだっ
たので、塾選びしている子たち
にグノーブルを勧めました。み
んな入ってくれて、最初は３人
だったのに、最終的には 10人
くらいになりました。好きな先
生とか面白い先生の話や、楽し
かった授業のことなどを話して

いました。
　僕はグノーブルの先生たちが
すごく好きだったので、親に
「こんな先生に教わっている」
と映像授業を見せたことがあり
ます。公立高校出身の親は「自
分の学校にこんな先生はいな
かった。こんな先生に教えてい
ただけるなんて羨ましい」と
ずっと言っていました。
石村：吉祥女子は他校に比べて
グノ生が少なかったけれど、宿
題を見せ合って「ここはこうす
べきではないか？」と検討し合
うこともありました。
　うちの家でも、佐藤君と同じ
で、親が「本当に良い先生だね。
私もそんな先生に習いたかっ
た」と言っていたし、私も「今
日の授業で先生が面白いことを
言っていた」という話をよくし
ていました。

石村：グノは宿題の量がほどほ

どで、学校生活や学校行事を圧
迫するほどではなく、しっかり
両立できました。振替も授業の
直前まで HPで簡単にできた
り、コロナ禍になってからは映
像授業を見ることもできたので、
学校の予定が急に入っても必ず
授業を受けられました。
佐藤：僕は高校では部活に入っ
ていなくて委員会活動が中心で
した。文化祭や体育祭、通年で
は生徒会の運営の一部を担って
いて、学校行事にかなり力を入
れていました。でも、振替制度
があるおかげで、支障なく学校
行事に参加できました。
　宿題は適切な量でしたし、音
読も集中しても１日１時間くら
いで終わるので、そういう意味
で学校の授業に支障をきたすこ
ともなく、学校の成績もずっと
良好だったので、両立できてい
たと思います。
本多：僕は部活も学校行事もや
りたい学校重視の人間でした。
卓球部とクイズ研究会に入って
いて、曜日が重なっていなくて
週５で部活がありました。グノ
には高２から入ったので、文化
祭の実行委員も重なっていて、
めちゃくちゃ忙しい時期でした。
でも、宿題の量が少なくても効
果が上がるのもあって、学校生
活も両立しながら円滑に回せま
した。
　うちの学校は体育祭に気合を
入れて臨むので、高３の体育祭
直前期は塾を休むのが当たり前
です。そういう時期も、グノに
は映像授業があったので、休ん

学校とグノーブルとの両立

グノーブルの話題

＊  SUMMING-UP LABORATORY：高 3の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。
知的にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

因間円香さん
（文Ⅱ・桜蔭）

佐久間啓さん
（文Ⅱ・早稲田）
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でも映像で追いつけました。
佐久間：グノは振替も融通が利
いて、忙しい高２でも学校と塾
の両立は問題ありませんでした。
僕はバレー部でしたが、部活に
支障なく塾に通えました。定期
テスト前もテスト勉強と両立で
きました。
因間：我が家は「学校の成績が
良くないから塾に行くのではな
く、まずは学校の成績をしっか
り取りなさい」が方針でした。
だから、私は高校の３年間、学
校の勉強をしっかりやって、成
績をきちんと取り続けました。
それができたということは、逆
に言うと、グノとの両立がうま
くできていたということでもあ
ると思います。
　高２の時は、生徒会の役員の
仕事が毎日あって忙しくて大変
でした。「グノの授業には絶対
に行きたい。宿題もやりたい」
と思っていましたが、間に合わ
ないからといって学校の授業中

に内職はしたくありません。だ
から、土日を使って時間を確保
しました。高２の時に「両立で
きるのはこんなにすごいことな
んだな。グノってありがたい
な」と実感しました。忙しい時
ほどグノーブルの良さが分かり
ます。

因間：グノで英語の力を伸ばせ
たので今こうやってここにいら
れます。中学生の頃は英語が足
を引っ張っていたのですが、グ
ノに入ってから自分でもびっく
りするくらい伸びました。授業
内演習では、限られた時間の中
で結構な量の英文を読むことで、
受験に必要なスピードも鍛えら
れるし、語源から学べたので単
語などの知識も豊かになります。
ただ文章を読んで解説を聞いて
終わりではなく、たとえばキリ
スト教的な背景知識なども同時
に教えていただいて、そういう
のと一緒に知識を吸収できて覚
えやすく、将来教養として身に
つけておきたいものも同時に習
得できました。
佐久間：僕も英語はすごく伸び
たと思います。グノでは、英文
に構文の印を入れて読んでいく
のではなく、英語を英語のまま
読めるようになります。最近話
題になっているトピックもよく
教材になっていたので、純粋に
英文の内容が面白かったです。
いろんなジャンルに触れられて、
受験英語にとどまらない英語を
学べました。

本多：間違いなく伸びました。
高３の過去問演習では、東大を
受験するにあたって必要となる
設問形式を解く力が勝手に養わ
れていて、それに気づいた時に
はめちゃくちゃ感激しました。
グノの先生が「違う文化なのだ
から、英単語と日本語がぴった
り一致することはほぼない」と
何度もおっしゃっていました。
これは当たり前のことなのに、
単語帳の暗記では気づけない視
点です。ネイティブのように、
日本語を介さずに、英語を英語
のまま読んでいく上で非常に役
立ちました。
　それから、グノは何といって
も英文の内容が新鮮で面白く、
科学的な知見などの教養も養え
ました。
佐藤：僕も絶対に伸びたと思い
ます。グノーブルの英語の授業
は東大受験を超えています。過
去問ばかりが教材になっている
のではなく、原書から取られた
英文もよく授業で扱われました。
グノーブルの演習をやっている
と、自分は東大受験のレベルに
は達していても、その先にまだ
課題があるんだな、ということ
が自覚できました。そういう演
習を通して力がどんどんついて
いくのを実感していました。
　音読は大学に入ってからも使
えると思います。音読していれ
ば、スピーキング力も必然的に
習得できます。耳が鍛えられる
という点でGSL＊もすごく役に
立ちます。
石村：英語自体は小学生の頃か

グノーブルの英語

ら力を入れていて、小学生で英
検３級を持っていました。でも、
品詞の区別や文法事項は曖昧で、
そこをグノで教えてもらったこ
とで身につき、自信になりまし
た。文法は学校で習うよりも先
取りしてグノで教わっていたの
で、学年でもだいぶ上位にいら
れました。
　毎回の教材が様々な分野の英
文で、自分で検索しても絶対に
見つけられない良質の英文を毎
週読めました。これは大学で文
献を読む時にも使えると思いま
す。英語がさらに好きになりま
した。

石村：自分がどこで間違えてい
るのかやミスしやすいところを
すぐに教えていただけるので、
「次も頑張ろう」という刺激に
なりましたし、定着もしやす
かったです。
佐藤：演習と添削というセット

があることで、毎回の授業の最
初は気が引き締まります。当日
習ったことをその場で添削して
いただけて、さらに解説を聞い
て理解して、家に帰って音読な
どの復習をするというサイクル
ができていると、かなり定着度
が高まります。
本多：添削が授業内ですぐに
返ってきますが、これほどあり
がたいことはありません。授業
内で当てられる機会が多くて、
僕は率先して先生に合図を送っ
て当ててもらうタイプだったの
で、結構間違えました。だから、
１週間で長文を復習して音読す
るたびに「この前はここで当て
られて間違えたんだ」とへこむ
けれど、それが「次は正解して
やる」とか「ここは二度と間違
えないぞ」となって、さらに成
長できました。
佐久間：演習が最初にあると、
メリハリがしっかりついて切り
替えられます。添削で自分は
「できた」と思った時にできて
いなかったり、逆に点数が高く
て褒められたりすると、「今日
の授業も頑張ろう」というモチ
ベーションにつながりました。
常に先生に見てもらえていると
いうのが良かったです。
因間：演習が最初にあるのでス
イッチオンになり、集中して授
業を受けられます。間違うと
「間違ったな」という印象を
伴ったまま次に活かせます。そ
れから、先生のお話に感動して
それと同時に英文の知識が頭に
入ってくることもありました。

「こういう背景があるよ」など
知らないことをうかがった時、
「そういうことか」と感動して、
自分の中でうれしかったことも
一緒に吸収できる良さがありま
した。特に英作文では、自分が
見落としがちな小さなミスをそ
の場で返していただけるので、
「次回はここで気をつけないと
いけない」とか「ここをこうし
よう」とか、小さな目標を立て
ながら勉強を進めやすかったで
す。

因間：私は何の関連もない状態
で覚えるというのが大っ嫌いで、
単語帳も大っ嫌いでした。学校
では単語帳を１冊渡されて週に
１回単語テストがあったので、
それをペースメーカーに勉強す
るだけで、他の単語帳には一切
触れませんでした。学校の同級
生が単語帳を持っているので心
配だから同じものを買ったけれ
ども、そのまま一度も開かずに
捨てました（笑）。グノでは最後
まで単語帳が本当に必要なくて、
単語帳をやらずに力がついたの
がすごくありがたかったです。
　先生が「しっかり椅子に座っ
て勉強しなくてもいいから、音
読はちゃんとしましょうね」と
何度もおっしゃっていました。
高３だと、社会などの他の科目
に時間を割いて英語がおろそか
になりがちだけれど、英語に少
しでも触れないと鈍ってくるの
で、そういう時に音読だけで力
がつきました。だから、高３で

英語の勉強方法で良かった点

授業内演習と添削

＊  Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、
英語が得意なグノーブル生の土台を築いています。

佐藤由啓さん
（文Ⅱ・武蔵）

本多悠朔さん（文Ⅰ・駒場東邦）
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音読に割く時間が増えました。
週１で授業を必死に受けて、２
日以内に復習して、それ以降は
通学中の電車でGSL を聞いて、
そのあとに３～４題のうち好き
な２題を持ってきて電車で読む
というのを毎日繰り返しました。
家で机に向かって英語をやる時
間はなかったけれども、そうい
う時間を作って英語の力をちゃ
んと伸ばせました。
佐久間：僕も単語帳を使わず、
その週に出てきた文章の中から、
自分が知らなかった単語に印を
つけておいて、それをルーズ
リーフに書いて覚えていました。
そうすると、「この単語はあの
文脈の中で出てきたな」となっ
て、単語を覚えられるだけでな
く、英文も読めるようになりま
す。
　電車の中などの隙間時間に取
り組んでいて、電車の中では黙
読していました。音読は、受験
期の朝にやりました。黙読より
も音読のほうが効果的です。声
に出して意識的に読むからだと
思います。

　それから、メールの添削を出
すと、先生がしっかり返してく
ださいます。読解の先生は恐ろ
しいほど返信が速くて、１時間
後には返ってきていました。授
業の復習がやる気にならない時
でも、先生に提出することがモ
チベーションになりました。
本多：グノの先生の授業は本当
にパワフルでしたし、生徒のこ
とをよく見ていてくださったの
で、良い緊張感になりました。
「絶対に聞き逃さないぞ」とい
う集中力が高まりました。
　僕は電車の中でも音読をして
いました。「絶対に誰も俺の音
読を聞くなよ」と思いながら、
マスクをした状態でブツブツ音
読していました。音読は返り読
みができないので、集中力がめ
ちゃくちゃ要ります。ただ、い
つの間にか発音することだけで
頭の中がいっぱいになることが
あって、そういう時は戻って、
意味を理解しながら音読をやり
直していました。音読は集中力
も養えるし、スピーキング力も
リスニング力も読解力も様々な
技能が同時に強化されます。
佐藤：基本的に音読は寝る前に
やっていました。習った英文を
全部音読するようにしていまし
た。GSLはYouTubeで公開さ
れていて、電車の中で使うのに
便利でした。スクリプトがつい
ているので、最初リスニングだ
けで聞き取れない時にさっと取
り出してみると、「この文が聞
き取れなかったのか」と分かり
ます。YouTube だと速度を自

由に変えられて、慣れてきたら
1.5 倍などにして聞くこともで
きます。リスニングの時は 1.5
倍、シャドーイングの時は１倍、
オーバーラッピングは 1.25 倍
などと自由に使い分けられます。
石村：「単語帳を使わなくてい
い」というグノの方針が最初は
若干不安でした。でも、長文で
分からない単語が出てくるたび
にその単語を分解して語源から
教えていただけて、しかもひと
つ単語が出てくるたびに関連す
る単語を５つくらい、何回も教
えていただいたおかげで、本当
に単語帳は使わずに自然と単語
が定着しました。先生がよく言
語学者の“６回理論”の話をし
てくださいました。「同じ単語
に６回出合えばなじんでくる」
というお話でしたが、本当にそ
のとおりでした。
　読解では、音読との相乗効果
で、英語を日本語に変換しない
で英語のまま読めるようになり
ました。ネイティブの英文の書
き方や論理構成を把握できるの
で、音読をさらに英作文やサミ
ングアップにも活用できました。

石村：数学は高１まで、学校の
勉強だけで苦手科目でした。高
２でグノに入塾して、基本的な
解き方をいろいろ身につけたこ
とで、模試の成績が安定しまし
た。
　私は高１まで、市販の問題集
の解説を見ても「どうしてその
解法を思いつくのか？」が疑問

グノーブルの数学

でした。でも、グノでは数学が
できる人の思考回路を日本語に
まとめたプリントで教えていた
だけたので、初見の問題にも立
ち向かえるようになりました。
　高３の９月からはテスト演習
になって、80分で４題という
本番形式で時間を計って解きま
す。この時、最初に問題を先読
みして「どこから解くか？」と
いう戦略的な部分も身につけら
れました。
佐藤：僕は高校１年の春から数
学を受けました。その当時、僕
は数学が苦手ではなかったけれ
ども、ただただ参考書で一対一
対応の勉強をしていました。グ
ノーブルの数学では、もっと俯
瞰的な視点から教えていただけ
ました。「どうしてこういう解
答をするのか？」を大きな枠組
みで捉えていくので、今までご
ちゃごちゃしていた頭の中が整
理されて、より数学が得意にな
りました。それまで数学が嫌い
だったけれども好きになりまし
た。
佐久間：僕はもともと数学があ
まり好きではなくて、受験期の
テスト演習が始まるまでは「気
が向かないな」と思っていまし
た。でも、テスト演習で本番形
式になって、毎回テストがある
ので、そこから「勉強しないと
いけない」と思って数学と向き
合うようになりました。グノの
テキストの問題はすごくレベル
が高くて良かったです。
因間：大量に宿題が出るわけで
はなく、そんなに量を課すわけ

ではないけれども、自分の復習
の仕方によってはしっかり力が
伸びるのを感じていました。私
は数学が好きだけれども、解け
ないから手をつけない時期があ
りました。でも、グノの数学の
おかげで、最終的には入試で
ちゃんと解き切れるほど成長し
ました。
　グノの数学は日本語の板書が
多いです。「こういう問題がき
たらこういう処理をする」とい
う基本的な計算処理が頭に入っ
ていても、問題を見た時に「ど
うしてその解法に至るのか？」
というところでつまずきます。
グノでは、このような模範解答
に書いていない思考について、
「どうやったらそこに至るの
か？」という頭の使い方にかな
り時間を割いて説明してくださ
います。それをしっかり復習し
て、自分でも同じように考えら
れるようになっていくことで、
解けない問題も自然と解けるよ
うになっていきます。そういう
日本語の説明というところでも
本格的でした。
　私はセルフチェックシート＊

が大好きでした。授業では先生
の言葉で説明を受けるけれども、
セルフチェックシートでは自分
で言語化して書きます。解けた
問題も放置せずに「どうして解
けたのか？」を言語化するし、
解けなかった問題は「こういう
ふうに思って、こういう解法で
攻めたけれども、ここで詰まり
ました」とちゃんと言語化して
整理するので、見返した時に

「自分のどういう思考が良くな
かったのか？」が一目で分かり
ます。直前期にいろいろ問題を
解き直す時、セルフチェック
シートも読み直すことで、「こ
こに気をつけよう」と思えて良
い復習の材料になりました。
佐藤：セルフチェックシートは、
頭の中で解いている数学を言語
化することで、自分の思考回路
が見える化されて、「こういう
問題はこういうところができて
いない」という数学のロジック
の部分を補強できます。自分で
書いてみて見える化するのは本
当に有効でした。
佐久間：数学では、一度解いた
問題がもう一度解けるとは限り
ません。ただ解法を振り回して
いるだけだと、その時思いつい
た解法が次は思いつかないこと
があるからです。セルフチェッ
クシートで一度言語化している
と、自分の思考回路が言語化さ
れているので、「こういう道筋
をたどったんだな」というのが
自分に刻み込まれます。その結
果、同じ形式の問題がもう一度

＊ セルフチェックシート：高２文系数学、高３数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何がで
きなかったか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

石村 瑠菜さん
（文Ⅲ・吉祥女子）

因間 円香さん
（文Ⅱ・桜蔭）
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出た時に必ず解けるようになり
ます。
石村：皆さんが言うように、セ
ルフチェックシートで「自分が
どういう思考回路で解いたの
か？」を言語化して整理できま
した。そのあとに先生の解説を
聞いて、「自分がどういうとこ
ろでつまずいてしまったのか？
どこの論理が不十分だったの
か？」を逐一点検できたのが良
かったです。先生もセルフ
チェックシートを見ながら、生
徒の理解がどこまで進んでいる
のかを確認してくださいます。
だから、私たちは痒いところに
手が届く授業を受けられました。

石村：私は高１の古文、高２の
現代文、高３の東大国語と漢文
の講座を取りました。古文や漢
文は基本的な文法事項が十数
ページのテキストにまとまって
いて、市販の分厚い文法書より
も薄いけれども同じような効果
がありました。古文単語もイ
メージで教えていただいて、単

語帳を一対一で覚えるのとは違
い、イメージから膨らませて覚
えられました。授業後に原文を
現代語訳して採点してもらう
“お帰り問題”があって、「自分
がどこで間違ったのか？」を見
返して改善していくことができ
ました。
佐藤：僕も高１の古文と高３の
東大国語を受けました。古文は
夏から入って遅いスタートでし
たが、先生方がフォローアップ
してくださって、何とか秋から
の授業についていくことができ
ました。フォローの手厚さを感
じました。石村さんの言うよう
に、古文単語はイメージから学
んでいくので覚えやすかったで
す。お帰り問題では「これを解
いて帰るぞ」と気合が入って、
次の週に返される時に「どんな
感じかな？」とウキウキしまし
た。
　東大国語は毎週添削がありま
す。現代文だと自分で「できた」
と思ってもできていないことが
あるので、解説を聞きながら
「どうしたらもっと得点になる
のか？」を考えられます。現代
文は本文に忠実に書くのが大事
です。僕は最初、「奇をてらった
ように、自分でまとめて書かな
ければならない」と勘違いして
いました。でも、グノの授業の
おかげで、本文が分からないな
りに忠実にコピーしていく能力
というか、点を落とさない書き
方が分かりました。
佐久間：僕は高３の東大国語を
取りました。現代文は何をすれ

ばいいのかがよく分からない科
目ですが、東大国語に通ってお
けば、授業の予習と復習だけで
完結します。先生が記述問題を
書く上で意識することを教えて
くださいます。たとえば、対比
を明確にするとか、ニュアンス
に気をつけるとかです。こうし
たコツをふまえて直前期に過去
問演習をすれば、国語は十分に
戦えるところまで行けます。
因間：私も高３の東大国語を取
りました。「その時になったら
現代文の勉強をしよう」と思っ
て、それまでは古文漢文の単語
などの基本的なところを入れる
勉強をしていました。実際に授
業を受けてみると、すごく温か
い雰囲気で、一般的な塾のイ
メージが変わりました。
　塾とは思えない楽しい授業で
した。先生の体験談を交えた授
業が進んでいきます。「脇道に
逸れたかな？」と思うお話でも
必ず本文に戻ってきて、先生の
お話をちゃんと聞くことでます
ます本文の理解が深まるという
不思議な感覚がありました。現
代文の授業がすごく役に立ちま
した。
　古漢の時は、裏紙を持って
いって、分からないところや忘
れていた基本的な単語を書き出
し、それを直前期に見直しまし
た。基本的な知識が抜けている
人はこのように授業を受けるの
をおすすめします。

グノーブルの国語

石村：先生が顔と名前をすぐに
一致させて、当てる時もすぐ呼
んでくださるので、驚いたと同
時にうれしかったです。先生か
らは授業に対する熱意が伝わっ
てきて、「こちらも集中して演
習しよう」と思いました。先生
の熱意に応えたくなる授業でし
た。
佐藤：石村さんに同意です。先
生方は熱量がすごいし、生徒の
ことをよく見てくださいます。
数学でも、先生は授業内演習の
机間巡視で僕のことを見てくだ
さっていて、僕の質問に対して
「前回はこういうところでこう
なっていた」とアドバイスして
くださいます。先生は計算ミス
が多い僕の癖を把握してくだ
さっていたので、とても安心感
がありました。
本多：英語の講習でお世話に
なった先生のギャグの圧力とい
うか、僕的にはちょっとツボで
した。読解の先生の強烈なジェ
スチャーや熱意のある授業は良

い刺激になりました。ジェス
チャーは面白くて印象に残るし、
感動して「前向きに授業を受け
よう」という気持ちになります。
作文の先生にはめちゃくちゃ当
ててもらえました。だから、め
ちゃくちゃ緊張感があって、
「絶対に間違えないぞ」という
気持ちで授業に集中できました。
キャラが濃い先生ばかりでした。
佐久間：個性的な先生が多かっ
たです。先生方は、僕たちを生
徒としてというよりも個人とし
て見てくださいます。名前を覚
えてくださいますし、「おまえ
ら勉強しろ」という感じではな
く、丁寧に大人として接してく
ださいます。受験は自主性がな
いとある程度のところに行けな
いので、グノの先生方のような
態度が大事だと思いました。
因間：確かにグノでは「あれや
りなさい、これやりなさい」と
いう上からの指示はなく、先生
と生徒の距離がほど良い近さで
した。先生方は生徒一人ひとり
のことを性格から勉強の癖まで
よく分かってくださる印象です。
どの先生も初回から顔と名前を
一致させてくださるのがびっく
りでした。授業中はよく当たり
ますし、演習の添削もあるので、
こちらも気が引き締まって授業
に臨めます。どの先生も個性的
で熱い方ばかりで、その姿を見
ていると、こちらも引き込まれ
て「頑張ろう」と思えます。先
生もひっくるめて好きになる感
覚はグノならではでした。

石村：先生が教えてくださった
とおりの方法で勉強することが
大事です。特に英語は「単語帳
の丸暗記をしない」とか「過去
問は直前に数年分解けばOK」
と言われるので不安に感じるか
もしれませんが、グノで真面目
に授業を受けて復習をしっかり
することで結果がついてきます。
また、グノの授業内容は知的好
奇心を刺激してくれるので、受
験勉強だからといって、「受験
勉強しないといけない」という
プレッシャーに押し潰されるの
ではなく、集中しつつも楽しみ
ながら授業を受けてください。
佐藤：僕もグノーブルを信じ切
ることが重要だと思います。僕
は英数国全般でグノの授業と教
材しか使っていないので、それ
でも受かるということを伝えた
いです。
　あとは、全般的な話ですが、
入試は自信を持って挑むことが
大事です。東大入試ではボー
ダー付近の成績だとメンタルで
合否が決まると言っても過言で
はありません。リスニングが聞
こえないとか、英語が思うよう
にいかないとか、そういう時で
もメンタルを立て直すところで、
「グノでやってきたから大丈夫」
と自分に言い聞かせましょう。
グノを信じる気持ちが大きく自
信につながるので、それが最後
には大事になってきます。
本多：高３になったら、グノの
教材が東大の試験形式に役立つ

グノーブルの先生 後輩へのアドバイス

佐久間 啓さん
（文Ⅱ・早稲田）

佐藤 由啓さん
（文Ⅱ・武蔵）
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ことを知っておくと、モチベー
ションに簡単につながります。
もちろんグノでは受験を超えた
その先を学んでいることも忘れ
てはいけません。あとは、英語
の学習は絶対に続けなければい
けない科目であることは間違い
ありません。「読めるように
なったぞ」と思って数学や社会
に集中すると途端に読めなくな
るので、読めるようになっても
ある程度触れ続けることは意識
してほしいポイントです。
佐久間：努力が結果につながら
ないことがあります。実力とい
うパラメータがもうひとつあっ
て、そこが伸びないと、いくら
努力しても結果につながりませ
ん。でも、グノの勉強は、英語
を英語のまま読むなど、やって
いるだけで努力が実力につな
がっていく勉強です。スタン
ダードなやり方でないので最初
は不安に感じるかもしれないけ
れど、信じ切ってほしいと思い
ます。それから、国立大学が私
立大学と違うのは記述を要求さ
れるところです。先生に添削を

メールで出したら記述力が上が
るので活用してください。
因間：合格への近道はあまり
はっきりあるものではなくて、
地道に努力を続けることが一番
です。努力の仕方は人それぞれ
だけれども、限られた時間で東
大に合格しようと思うと、正し
い努力をうまく積み重ねること
が大事です。同じ時間を勉強し
ても伸びることをやって、それ
を積み上げていかないと東大合
格には手が届きません。グノー
ブルでは「正しい努力がどうい
うものか？」をそれぞれの授業
で先生方が教えてくださるので、
皆さんが言うように、先生方の
言葉を信じ切ってください。
　グノの授業は主体的に参加す
ることが大事です。先生から教
えていただいたことを実践する
のはもちろんですが、自分なり
の勉強の仕方を自分でよく考え
て、勉強方法やスケジュールを
立ててしっかり実践していくこ
とで、実力が上がっていきます。
先が見えなくて急に不安になっ
た時は、一人ひとりのことを良
く分かってくださる先生に相談
すると、本当に親身にアドバイ
スをくださいます。そうすれば、
漠然とした不安に駆られて焦る
良くない心理的マイナス面も防

げます。本当にいい先生方ばか
りなので、困った時は迷わず相
談するなど、自分なりにうまく
利用してください。
　人それぞれ勉強の仕方がある
と思うので、自分に合ったやり
方を見つけつつ、グノの授業は
真面目に聞いて、勉強を頑張っ
てほしいと思います。

石村さん。合格おめでとう。とても懐かしいです。国語は得意教科だったと記憶
しています。私は 5年生から担当しましたが、6年生の後半期での成長具合は誰
もその勢いを止められないといった観がありました。実際に当時の答案を今見直
してみましたが、やはり大したものです。書いてほしいことをびっしりと記述し
きる力に目がくらむ思いすらします。こうした国語の力が石村さんのより大きな
成長の源泉になったのであろうと思い、感慨にふけることができました。

中学受験グノーブル山下先生から石村瑠菜さんへ

鷲野：高校２年まで別の英語塾
に通っていたけれど、東大など
の難関大学を目指す上で、先輩
に相談したら「グノーブルがい
いよ」と勧められました。冬期
講習から入塾しました。
橋爪：僕は高２の春から英語を
受講しました。高１から他の塾
で英語や数学を学んでいたんで
すが、英語だけ成績が上がりま
せんでした。その塾は、授業の
前にたくさん予習をした内容が
授業で淡々と解説されるだけで、
面白くありませんでした。
　一方、グノーブルには同じ学
校の友人がたくさん楽しそうに
通っていました。「文法が弱い」
という自覚があった僕は、英文
法もネイティブの感覚を軸にし
て丁寧に説明してもらえると友
達から聞いてグノーブルに決め
ました。

橋爪：他の塾と比べて、グノー
ブルは先生と生徒のやりとりで

授業が進んでいって、親しみや
すい雰囲気がありました。先生
方も１回の授業でほぼ全員の名
前を覚えていてすごいと思いま
した。
　振替が簡単にできて融通が利
く点もグノの特長です。部活が
６時まであっても、７時からグ
ノーブルの授業に通うことが可
能で、便利でした。
鷲野：他塾だと主に大学の過去
問を使って、「ここが主語です
よ」などと、英文に印を書き込

んだりするように指示されます。
グノーブルで重視されるのは、
英語の語順のまま英文を読むこ
とを意識することです。グノー
ブルはいわゆる受験のためだけ
の英語ではありません。扱って
いる英文も、過去問が教材に
なっていることもありますが、
それよりも、いろんな書籍や
ニュースから選ばれているので、
ためになったり面白かったりし
て、それが良い点です。

鷲野：渋渋にはグノーブル生が
30 人くらいいたので、難し
かった英文を学校に持っていっ
て、休み時間や放課後に友達と
一緒になって教え合ったりして
いました。「先生がこんなこと
を言っていた」という話題でも
盛り上がりました。
橋爪：僕の学校も同じ感じで、
グノーブルで扱った長文につい
て話すことが多かったです。グ
ノーブルの授業が渋谷であった
時、帰りの電車が同じ友達がい
て、その日のサミングアップ＊

グノーブル入塾のきっかけ

グノーブルの印象

学校でのグノーブル

東京大学東京大学
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＊  SUMMING-UP LABORATORY：高 3の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。
知的にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

本多 悠朔さん
（文Ⅰ・駒場東邦）

橋爪佑季さん（文Ⅱ・駒場東邦）
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について話したり、難しかった
ところを共感し合ったりしまし
た。
　家では、指名された問題でう
まく答えられた時やサミング
アップの点数が一番だった時、
家族に自慢していました（笑）。

橋爪：本当に両立できていたと
思います。その要因は、振替が
できることと宿題が多くないこ
との２点です。高２の時は後コ
マをよく利用していました。駒
東は高３の５月に体育祭があっ
て、それを高３がメインで引っ
張ります。準備に追われますが、
そうした中でも振替で曜日をず
らして、体育祭に力を入れつつ
グノーブルの勉強も良い感じで
進められました。自分だけでな
く駒東の生徒全体で見ても両立
できていました。
鷲野：私も両立できました。宿
題も週に２～３時間分くらいし
かなかったですし、映像授業も
見られたので便利でした。渋渋
は高３でも９月の学園祭に参加
できます。全員参加でなく、参
加したければしてもいいのです
が、私はバリバリ参加しました。
それでも、塾との両立が大変な
ことはありませんでした。

鷲野：英語は好きでしたが、得
意というほどではありませんで
した。私の学校だと、帰国子女
が多いし、帰国子女でなくても
海外経験があって英語ができる

隠れ帰国生みたいな人もいます。
だから、私は一般の中だったら
英語ができるけれど、学校内で
は飛び抜けていませんでした。
その人たちを超えられたかどう
かは分かりません。でも、グ
ノーブルで前から読むことを意
識して音読していたら速読の力
もついたので、通う前よりも英
語をスラスラ読めるようになり
ました。
　グノーブルの英文の内容は学
術的なものも多くありました。
大学でもそういう文章を読んで
いくでしょうから、その前に慣
れることができたと思います。
橋爪：僕はもともとは英語に苦
手意識を持っていました。他の
塾に通っていた頃は、予習がす
ごい量で、それをなんとか頑
張ってこなして授業に臨んでも、
その授業がつまらないという最
悪の状況でした。
　でも、グノーブルに入ったら、
授業の準備も少なくてすむし、
軽い気持ちで教室に入ることが
できました。さらに英文の内容
も楽しく、授業もフレンドリー
で、楽しく習い事に通っている
という雰囲気でした。おかげで、
段々と英語嫌いから脱して好き
になっていました。
　グノーブルで学んだことは役
立つものしかありません。特に、
語源や語根から意味を推測する
ことを学べたことと、語順のま
ま解釈するのが習慣化できたこ
とです。これから他の言語を第
二外国語として学ぶ時にも活き
てくると思います。

鷲野：橋爪君と同じで、グノー
ブルでの学びには役に立つこと
しかありませんでした。中でも
役に立ったと思うのは、音読な
どの音声系教材です。初めは音
読してもたどたどしかったけれ
ど、段々とスラスラ読めるよう
になっていって、文章を速読で
きるように変わっていきました。
　すぐに英文を頭から読めるよ
うになったわけではありません。
１回だけ音読してもダメで、繰
り返しやる必要があります。音
読を２周３周すると、文章が染
みついてきますし、耳からも音
が入ってくるから印象に残りや
すいです。これを習慣化して継
続していると英語の感覚がどん
どん育っていきます。
　英語感覚が身についてくると、
グノーブルで扱った英文を楽し
んで音読するだけで復習になり
ます。コスパも最高です。
橋爪：僕はお風呂上がりのルー
ティンで音読していました。

11 時や 12 時にお風呂に入っ
て、お風呂上がりのさっぱりし
ている時、耳が濡れていてイヤ
ホンだと無理なので、ソファに
座って、スマホから直に音を出
して、そこでサミングアップを
前から順番に音声に合わせて読
みました。
　ゲームみたいな気持ちがあっ
て、途中で詰まると悔しくて、
最初から最後までつっかえずに
音声と同じスピードで読めるよ
うになるまで寝ないというのを
やっていました。30分から１
時間かかりますが、ゲームのタ
スクをクリアするみたいな感じ
で、つっかえるとムシャクシャ
するから「全部やってしまお
う」となりました。
　音読していると、先生の言葉
が蘇ってきて、「ここはこうい
う構造だから、ここまではひと
つのまとまりだよね」と構造が
見えてきます。段々と英語の論
理展開に慣れていけるのです。
前からスラスラ構造を取れるよ
うになるので、その英文だけで
なく他の英文にも応用できるよ
うな、全体を俯瞰する力を養え
ました。
　英語の授業で大きかったのは、
先生と生徒の距離が近く、対面
でもメールでも気軽に質問でき
たことです。授業中に当てられ
るのも良かったです。先生に当
てられるかもしれないから、
「ちゃんとした答案を作らない
といけない」という気持ちが湧
いてきます。自分の持てるすべ
てを、ベストを尽くして出せま

した。
　高３の途中から、解釈が難し
い箇所になると先生が、「ここ
の解釈を誰かしてくれます
か？」と聞いてくるようになり
ました。自分から手を挙げない
と当ててもらえません。僕とし
ては、当てられないとグノの授
業に来た感じがなくて、気合を
入れて手を挙げていました。ま
すます授業に主体的に参加でき
るようになりました。
　それから、演習時間が決まっ
ていて、プリントの右上に書か
れています。それを目安に、本
番のような緊張感を持って取り
組めました。「最善の答案を作
り上げよう」という本番の試験
みたいな気持ちでした。
鷲野：私も大体同じで、先生と
の距離の近さを感じていました。
直前期の添削ではどんなに夜遅
い時間に提出してもすぐに対応
していただきました。慶應の経
済を受けた時、作文の添削をギ
リギリに出したにもかかわらず、
当日の朝、間に合うように返し
てくださり、先生の熱意に感動

しました。返ってきた添削に
「大丈夫なので頑張ってくださ
い」というメッセージもあって、
とてもうれしくなりました。

鷲野：サミングアップはすぐに
返ってきて、10点満点で８点
以上だとうれしくなります。演
習時間がかなりタイトで緊張感
があり、隣で一緒に勉強してい
る人の存在も刺激になりました。
同じ学校の人もいたので「負け
たくない」と思っていました。
橋爪：演習は本番みたいで良
かったです。やっている問題も
東大っぽくて、最初はサミング
アップですし、２枚目は段落整
序や文整序です。それが東大の
英語の１Aと１Bに相当する内
容だったので東大の入試を意識
しながら解いていました。しか
も、演習の時間まできちんと設
定されているので、そのまま本
番の時間配分に活かしやすかっ
たです。東大入試に直結する内
容と時間設定だったと思います。

鷲野：通年で取っていたわけで
なく、高２で季節講習を取って、
高３ではタームごとに古文や現
代文を受講しました。国語は、
手がかかるけれど、塾に行きづ
らい科目です。だから、必要な
分野だけ選択的に取れるのは、
他の科目にも時間をかけたい受
験期には便利で魅力的でした。
　何より高３の東大国語の先生
が本当に良かったです。先生は

グノーブルの英語

学校とグノーブルとの両立

授業内演習のメリット

グノーブルの国語

鷲野萌花さん（文Ⅱ・渋谷教育学園渋
谷）

橋爪 佑季さん
（文Ⅱ・駒場東邦）
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難解な文章なのにとても分かり
やすい具体例を出してくださっ
て、「何だ、こんなことか」とな
ることがよくありました。
　たとえば、漢文で「法が厳し
すぎると国民は抜け道を探すか
ら、逆に厳しすぎる法はダメ」
という話があって、先生が「厳
しすぎる校則だと、みんな抜け
道を探してやりたくなっちゃう
よね」という具体例を出してく
ださいました。難しい題材も、
私たちが身近に感じるところま
で落とし込んで説明してくだ
さって、とても分かりやすかっ
たです。
　それから、過去問の添削は自
分では難しいですが、先生に添
削をお願いすることができまし
た。

鷲野：どの先生もすごくフレン
ドリーに接してくださいました
し、熱意にもあふれていました。
特に印象に残っているのは読解
の先生で、「演習や練習でうま
くいかなかったり間違ったりし
たことは全部プラスにしかなり
ません。課題が浮き彫りになっ
たのだから、そこを克服してい
けば目に見えて実力を上げられ
るのだから、絶対に前向きに」
といつもおっしゃっていました。
英語だけでなく、数学の過去問
で酷い点数を取った時にも、こ
の言葉を思い出して励まされま
した。
橋爪：同じです。どの先生もす
ぐに名前を覚えてくださって、

本当に近しい間柄みたいな感じ
で、フレンドリーで良かったで
す。先生のエネルギーに満ちて
いる授業には、駒東のグノーブ
ル生はみんな刺激を受けていま
した。本当に素晴らしい授業で
した。腕を骨折しても、１か月
くらい包帯グルグル巻きなのに、
一度も授業を欠かさなかった先
生もいらっしゃいました。
　先ほど鷲野さんが言っていた
ように、夜遅くに先生にメール
してもすぐに返ってきて、本当
に熱心で、生徒のために心をく
だいてくださる先生ばかりでし
た。

鷲野：グノーブルは授業や教材
がそろっているから、あとは自
分が音読や授業の復習をきちん
とやれば、自然と力が伸びてい
きます。最後まで自分とグノー
ブルを信じて頑張ってください。
私は夏前にクラスが１個落ちた
けれど、そういう時も諦めずに
やっていたら、夏のテストでま
たクラスが戻りました。クラス

が落ちてもめげないでほしいと
思います。
　これは東大の話ですが、東大
は二次勝負です。私は共通テス
トで点数が取れず 760 点くら
いでした。でも、メンタルが妙
に安定していて、「もっと悪く
なりそうなところをここで持ち
こたえたんだから、良かったん
じゃないか」という考えができ
たから、二次もうまく乗り越え
られました。メンタルを気丈に、
ポジティブに保って、最後まで
諦めないでください。
橋爪：後輩たちには音読とそれ
も含めた復習を頑張ってほしい
と思います。鷲野さんの言うと
おり、教材はそろっているので
あとは自分がやるだけです。そ
うするためにも、授業内容をど
こにメモするのか工夫しましょ
う。メモするところは指定され
ていないので、プリントにチャ
チャっとメモしている人が多い
です。でも、僕はメモ帳を作っ
ていて、そこに板書を写したり
していました。このメモ帳が持
ち運びしやすくて、単語も復習
できて、便利でした。
　それから、僕も共通テストが
苦手で 760 点くらいでした。
でも、ポジティブに捉えられた
のは、読解の先生の添削で良く
なかった時にいつも「粘り強
く！」と書いてあったからです。
東大は二次勝負なので、本当に
粘り強く諦めない心が大事です。

東京大学東京大学
17期生合格者インタビュー
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座談会出席者（五十音順、本文中敬称略）

PartPar t11

Par tPar t22

Par tPar t33

後輩へのアドバイス

グノーブルの先生

＊ 岡本さんはインタビュー日程の都合により、こちらの回に出席していただきました。

鷲野 萌花さん
（文Ⅱ・渋谷教育学園渋谷）
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田畑：中学生の時、母に「行き
なさい」と言われて入塾しまし
た。それまでは特に塾に通って
いなかったので、あまり前向き
な気持ちにはなれませんでした。
小澤：私は豊島に入学を決めた
時点で塾に通うつもりはありま
せんでした。豊島の先輩は「塾
に行かなくても、学校の学びで
大学受験も十分戦えるよ」と
おっしゃっていたし、先生もそ
ういう感じだったからです。で
も、中１で英語にほぼ初めて触
れた時、他の科目と感覚が違っ
ていて、「これはヤバいかも。こ
のままにしておいたら、良くな
い方向に行くかもしれない」と
不安になりました。だから、中
１の終わり頃から、英語に通い
たいという目的で塾を探しまし
た。
　最初からグノーブルと決めて
いたり、知っていたわけではあ
りません。ただ、“英語”で塾を
検索するとグノーブルがいつも

上がってきました。英語の評判
が良いことや、HPに掲載され
ていた合格者の声の内容が好印
象でした。グノーブルの授業や
先生方に対する先輩方の思いを
知り、それらの文章を読んだ時、
中学受験を思い出しました。中
学受験でも先生方に感謝や信頼
があったので、それと似たもの
を感じ、「そういう塾に通って
みたいし、そういう先生に教わ
りたいな」と思って、中２から
英語でグノーブルに入塾するこ
とを決めました。
飯島：中学受験もグノーブルに
通っていました。中学受験では、
難関校を目指す受験生が集まる
塾があります。ただ、その塾は、
課題が多そうで、周りの子たち
も大変そうでした。一方、グノ
はその塾と同じくらい優秀な先
生がそろっていて、課題の量も
少なめで効率的な授業をしてく
れるという評判を聞いて、「グ
ノーブルがいいな」と思いまし
た。
　中学受験が終わったあとは、

塾には行かず部活を頑張ってい
ました。高校に上がると、塾に
行く人が増えて、私も「また塾
へ行こう」と思いました。ただ、
他塾は忙しそうだし、部活も続
けたかったので、「中学受験で
お世話になったグノなら大丈夫
だろう」と思って、そんなに迷
わずグノに決めました。グノに
行っている先輩がいたのも大き
かったです。
　先生とやりとりしながら進む

東京大学東京大学
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グノーブル入塾のきっかけ

授業なので受け身にならないと
か、部活とも無理なく両立でき
るとか、グノのスタイルが私に
は合っていました。

飯島：グノはGSL＊１を使った
音読などの効率的な勉強法が特
徴的で、量で押し切らない感じ
があります。音読すると読む力
や単語力が同時に身につくので
効率が良いです。
　数学も「いっぱいやれ」では
なく、「こういう問題だったら
こう対処しよう」と体系的に教
えてくれて、回り道せずに済み
ました。効率的に勉強する指針
を示してもらえたのが、私に
合っていました。
小澤：高２の時、学校生活でも
やることが多かったのですが、
グノーブルは費用対効果が高い
と思っていました。宿題の量や
課せられるものが多くないけれ
ど、与えられたものをちゃんと
やって復習していれば力がつき
ました。
田畑：グノの受験受験していな
い雰囲気が良かったと思います。
受験に特化して「東大に受かる
のが正義」みたいな雰囲気はグ
ノにはなくて、英語力をつけて
いく通過点に大学受験が位置づ
けられていました。

田畑：学校で席が１個前の友人
がグノに通っていました。グノ
では復習の特長は音読で、その

やり方だと英語の内容が頭に残
りやすいんです。グノで扱う英
文の内容は面白いし、それで、
友人と話す時も英文の内容を話
題にすることが多かったです。
小澤：私も、グノに英語や数学
で通っていた友達と学校で話す
ことがありました。グノの英語で
は、ある週のサミングアップ＊２

の中でサラッと触れられた単語
が、次の週の長文で重要な位置
で出てくることがあります。こ
ちらがきちんと復習して身につ
けていれば、１週間後は記憶が
残っていて、その単語を使うこ
とができます。このように定着
がより深くなることが何度か
あって、「それがすごい」と友達
と話していました。
　数学も「この問題にはこう」
という、いろんなところで通用
するアプローチを教えてくださ
います。グノーブル内でそれが
通用するだけでなく、学校で解
く問題にもちゃんと使えるので、
「これもすごい」と友達と話し
ました。
飯島：うちの学校は英語でグノ
に通っている人が多くて、特に
渋谷校は半分くらいが渋渋生み
たいな回もありました。だから、
先生の話などで友達と結構盛り
上がりました。「これグノで
やったね」というのもあって、
友達と共通の話題になっていま
した。
　家庭内では、弟が中学受験で
グノーブルに通っていたので、
その話をしました。

飯島：全然問題なくできました。
振替制度がスムーズで、受付の
方は直前にお願いしても嫌な顔
ひとつせず振り替えに応じてく
ださるので、とても使いやす
かったです。
　それから、私たちが高校生に
なった時から映像授業が始まっ
て、どの日も授業に行けなくて
も、映像を見れば次の週に遅れ
ないですみました。高２までは、
どうしても授業に行けない時に
結構利用しました。
小澤：私も同じです。期末テス
トの２日前に「塾へ行かなけれ
ばいけない」と言っている他塾
の友達もいましたが、グノはそ
ういうことがありませんでした。
グノでは、学校行事で行けな
かったり忙しかったりする週や、
期末や中間の前に自分の学校の
勉強をしたい時、振替制度で日

＊１ Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されてお
り、英語が得意なグノーブル生の土台を築いています。

＊２ SUMMING-UP LABORATORY：高３の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。
知的にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

学校でのグノーブルの話題

学校とグノーブルとの両立

グノーブルに通ってみた印象

飯島悠季奈さん（理Ⅱ・渋谷教育学園渋
谷）

小澤美悠さん（理Ⅱ・豊島岡女子学
園）
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にちをずらせるのでありがた
かったです。高２までは、本当
に塾に行けない時、映像授業も
ちょくちょく使わせてもらいま
した。
　学校生活との両立かどうかは
分からないんですが、授業の教
材はプリントや薄い冊子なので、
持ち運びやすいのがありがた
かったです。「なんでこんなに
重いのか？」というくらい重い
学校教材とは対照的でした。
田畑：僕も陸上部で結構忙し
かったので振替は助かりました。
高２は前コマと後コマを選べて、
後コマだと部活の練習後に行け
ました。

田畑：先生がよく「返り読みし
ないで、英語の語順のまま、内
容を生き生きと頭の中でイメー
ジしながら読んでいく」とおっ
しゃっていました。これを実践
していたら英語を英語のまま処

理する能力が確実に伸びました。
処理スピードも上がりましたし、
内容理解も深くなって、設問へ
の対応力も上がりました。
小澤：私の英語は完全にグノに
伸ばしていただきました。高３
の時の記憶が一番濃くて、読解
の先生が毎週のように「迫真の
演技で音読したら絶対に伸びる
から」と力を込めて発言なさっ
ていたのを覚えています。これ
を受けて「音読をやるしかない
な」と思いました。高３になっ
てちゃんと音読が習慣化した時、
読む力もリスニングの力も変化
しました。
　グノでは、日本語で読んでも
ちゃんと分かるか怪しいくらい
レベルの高いものを教材として
用意してくださいました。自分
で演習している時は理解できな
くても、先生が英文の背景的な
ことまで解説してくださるので、
理解が深まりました。しっかり
理解できた英文を音読して復習
していくことで、どんどん深い
ものも英語で読めるようになっ
ていくし、内容自体も人として
の教養につながるものが本当に
多かったです。
飯島：高１の春、E

エ

G
ッ

G
グ

S
ス
＊から

の入室でしたが、英語は本当に
伸びました。もちろん音読が一
番の理由ですが、私が大きかっ
たと思うのは、授業中に時間制
限を設けられた中で大量の英文
を読んだことです。素早く要点
を抑えながら英文を読む訓練が
できました。長文読解が宿題だ
と、自分都合でゆっくり読んで

しまうので実戦力は養われな
かったと思います。
　グノで用意される英文教材は
本当に新鮮で、いろんな話題が
扱われました。私は自分から好
んでニュースを見るわけではな
いので、他の人と話していると
「何その話？」となることがよ
くあります。でも、グノで読ん
だ文章のおかげで、「これ知っ
てる」となることが増えて、と
ても役立ちました。
　しかもグノで扱う英文は読み
応えがありました。理系的な話
題も文系的な話題も高度な内容
が教材になっていて、解説を聞
いていると面白さがどんどん増
していく英文を、１回の授業で
たくさん扱いました。そんなグ
ノでやってきたんだから「絶対
に大丈夫！」と、本番には自信
を持って臨むことができました。

飯島：周りの子たちが単語帳の
暗記をやっている中で私は１回
も単語帳を使ったことがありま
せん。グノの特長は、語源から
単語が説明されることと、扱っ
た英文の文脈と一緒に単語を覚
えていくことです。グノの３年
間で、私も不安なく受験できる
単語力がついたので、グノに
通っている後輩たちもグノを信
じてきちんとやっていれば大丈
夫です。
小澤：私も単語帳は自分から
「これを全部覚えるぞ」という
感じでやったことはありません。
学校で小テストがあるので、そ

＊  English Grammar Green Session for newcomers：季節講習（中３冬期～新高３冬期）で行われる、基礎力を固めたい方を対象にした、独自のメソッドによる英
文法基礎講座

グノーブルの英語

の範囲の単語帳はやらないとい
けなくて、その時に一過性で覚
えたくらいです。あとは、グノ
の授業で先生が語源から説明し
て、他の単語とも関連させて板
書してくださったものを写した
ノートを自分の単語帳として最
後まで使っていました。
　学校の授業では長文を読む時、
「SVOC を探してみてくださ
い」と言われるなど、英文の構
造について問われながら進んで
いくことが多かったです。一方、
グノでは英語の語順のまま解釈
していくやり方が徹底されてい
ました。
田畑：読解の先生がしつこいく
らい「音読」とおっしゃってい
たし、その話には説得力もあっ
たので僕も音読を始めました。
そのおかげで、英文を前から読
めるようになりました。英語の
語順のまま前から読んでいって
解釈して、段落ごとに内容をつ
かんでいく読み方が身につきま
した。音読していると戻れない
ので、それなりに時間はかかり
ましたが、音読していくうちに

英語らしい読み方に慣れていき
ました。
　グノの指導法は、英語を日本
語で処理するのではなくて、英
語のまま処理していく力を養う
方法です。単語帳の暗記も、英
単語を日本語に対応させた覚え
方です。友達が単語帳を使って
いるのを見ても、「僕は単語帳
を使わなくていいのかな？」と
いう不安より、「やらなくてい
いんだ、ラッキー！」みたいな
気持ちでうまく受験を乗り切れ
ました。

田畑：作文の先生の添削が異様
に速くて感動していました。夏
期講習で３枚出してもその授業
中に返ってきました。返却は１
週間後とかになると、１週間前
に自分が書いた時の気持ちも内
容も覚えていません。一方、グ
ノの授業では、その場で書いて
その場で解説を受けられるのが
良かったです。
小澤：家で一人でやっているの
と、授業中にみんなと一緒に同
じ教室で時間制限がある中で
やっているのだと、演習の効果
が違います。作文も要約も、た
とえば自分で問題集を買って自
分で答えを見るよりも、先生に
提出するほうが、真剣に取り組
めます。先生に見てもらえると
課題もよく分かります。自分だ
けで解答例と照らし合わせるの
とは効果が全然違います。先生
から「粘り強く」とか励ましの
言葉を書いてもらったりお褒め

の言葉を書いてもらったりする
効果も大きいです。
飯島：私もお二人と同じで、添
削された答案が手元にある状態
で解説を聞くことができるのが
すごく良かったと思います。

飯島：学校だと、解説の時間は
「どうやって解くか？」がメイ
ンになって、「これはこうやっ
て、次はこうすれば答えが出る
よ」というのが多くなりがちで
す。一方、グノの授業では「ど
うやってその考え方にたどり着
くか？」に時間をかけてくださ
いました。プリントもただ解法
が書かれているのではなくて、
「どうやったらその発想になる
か？」をいろんな角度から書い
てくださって、「どうして自分
がそれを思いつけなかったの
か？」を知ることができるので、
次に活かしやすかったです。
小澤：自分が解けなかった問題
の解説で、「言っていることは
分かるけれども、なんでこれを
思いつくのか？　なんでこの解
法になるのか？」が分からない
ことが多々あります。グノの数
学ではそういうことがなくて、
ちゃんと一つひとつそのやり方
に根拠を持たせてくれます。解
法の１個上に「こういう時にこ
ういうことをやるんだよ」みた
いなのがいくつかあって、それ
らをちゃんと提示してくださる
授業でした。１個ずつ腑に落ち
ながら勉強できるのが他との違
いで、グノのすごいところです。

グノーブルの数学

授業内の演習と添削

グノーブルの勉強方法

飯島 悠季奈さん
（理Ⅱ・渋谷教育学園渋谷）

田畑遼さん
（理Ⅲ・暁星）
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　私は、間違ったことを細かく
分析しないで次に行くタイプで
した。でも、セルフチェック
シート＊があったことで、嫌で
も自分の間違いと向き合わなけ
ればならないので、間違えを
ちゃんと分析して、次に活かす
ための大事な段階を踏ませても
らいました。
　演習では、「演習の中で自分
がこの問題に何分かけたか？」
を書く欄があって、「自分が何
分かけた問題に対して、このく
らいしか点数が取れなかった」
「これしか書けなかったけれど、
最初を書けば点数をもらえるん
だな」など、やったこととそれ
に応じて出た結果を比べる材料
になりました。数学以外でも時
間を計ることを意識するように
なって、他の教科にも応用しま
した。グノの数学も本当に良
かったです。
飯島：数学をロジカルに考えら
れるようになるツールがセルフ
チェックシートです。書いてい
るうちに、「あれ？　この前も
同じことを書いたぞ」というこ

とが度々あって、ミスをしやす
いポイントを明らかにできます。
そして、自分がどういう考え方
をするのか、傾向を意識化でき
同じようなミスを繰り返さなく
なりました。セルフチェック
シートは本当に役立ちました。
グノは、英語の良さがクローズ
アップされがちですが、数学も
とても良かったです。

小澤：古文を１年間お世話にな
りました。学校の授業だけだと
手薄だったので「怖いな」と
思って受講しましたが、古文の
先生のパッションと面白さに圧
倒されました。いろんな知識や
背景の説明が面白く入りやすい
授業でした。古文単語も、ただ
単語帳で暗記するのではなく、
英語と同じく語源から説明して
いただけて、１週間の量も少な
いので、本当に驚くくらいスッ
と入っていきました。古文単語
を覚えることに苦を感じません
でした。
　毎週、授業の最後に全訳を書
いて先生に出して、次の週まで
に添削してもらえます。自分の
勉強や学校の授業で全訳を書く

ことはそんなにやらなかったの
で、どんどん古文に慣れていき
ました。

田畑：皆さん名前を覚えるのが
異常に速いです。初回の授業で
僕らが演習している時、先生が
席と名前を書いた紙を照らし合
わせて一生懸命覚えていらっ
しゃるのに気がつき、「そこま
でして僕らの名前を覚えている
んだな」と印象に残っています。
こうした先生方の姿が勉強のモ
チベーションにもつながりまし
た。
小澤：どの教科も熱を持って授
業をしてくださる先生ばかりで
した。数学の先生はめちゃく
ちゃ汗をかいて、熱い授業をし
てくださいました。古文も、先
生が笑顔で熱がこもった授業
だったので、こちらもそれに吸
い込まれてやる気が出ました。
飯島：同感です。ほぼ全員延長
してくださって、それでも喋り
足りないくらいの勢いで全員授
業をしてくださったので、本当
に教えられることは全部教えて
いただいた感じです。

田畑：英語は直前期までグノの
復習と学校の授業だけでやって
いました。英語に限った話では
ありませんが、いろんなものに
手を出さずに絞ってやるのが良
いと思います。
小澤：英語も数学も、グノで
やったことをちゃんと身につけ
て、宿題もやっていれば、自然
と流れに乗って力がついていく
し、自然と東大の入試問題に対
応できる自分になっているはず
です。先生を信じてちゃんとつ
いていくことが大切です。
飯島：「１日 13時間勉強した」
という話を聞くと焦るけれど、
「自分はこれをやらなければな
らない」と思ったものさえこな
しておけば問題ありません。他
人の勉強時間や勉強量と比較し
て焦ってはいけません。睡眠時
間を削って勉強するのは正直意
味がないと思うので、自分が
「これをやる」と決めたことを
やり抜くことがどの教科でも大
事です。
　振り返ってみて、グノは私に

とても合っている塾でした。量
を押し付けないのがグノの特長
だったように思います。中学受
験グノーブルから大学受験グ
ノーブルまでお世話になって本
当に良かったです。

グノーブルの古文

グノーブルの先生

授業を楽しそうに受けていた姿がとても印象に残っています。
国語においては、当初、記述問題をはじめ様々な問いの解き方にあまり慣れてい
なかったので苦労されていましたが、入試が近づくにつれてどんどん力をつけ、
しっかり得点できる科目にまで仕上げていったのは圧巻でした。もともと理解力
が高い上に、積極的に取り組まれていたのですから、力が伸びたのも必然と言え
るでしょう。
これからの生活でも、自分が楽しむことと積極性を忘れずにいてほしいと思います。

中学受験グノーブル兵頭先生から飯島悠季奈さんへ

後輩へのアドバイス

＊ セルフチェックシート：高 2文系数学、高 3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何が
できなかったか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

田畑 遼さん
（理Ⅲ・暁星）

小澤 美悠さん
（理Ⅱ・豊島岡女子学園）
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岡本：高校の初めの頃までは工
学部と医学部で迷っていました。
「人のためになる仕事ができれ
ばいいな」という漠然とした気
持ちがあって、「その形はどん
な形でもいい」と思っていたか
らです。中学３年の 12月に父
親の仕事の都合でイギリスで１
年間過ごしました。この時はコ
ロナパンデミックの時期と重
なって、イギリスでも新型コロ

ナウイルスと闘っている医療関
係者の姿が連日テレビやラジオ
で報道されていました。この経
験が医者に憧れを抱くひとつの
きっかけになりました。
　面接については、僕はコミュ
ニケーション能力には少し自信
があって、「面接対策しなけれ
ばいけない」という気持ちは強
くありませんでした。でも、自
分の中でひとつの理想となる医
師像を持っておくのは面接を受
ける上で重要だと思っていまし
た。僕は臨床にも研究にも興味
があります。でも、面接の時は
具体的に医師像を決めておくと、
実際に教授に話を聞かれても矛
盾なく一貫した答えになると思
います。
　医科歯科の面接は数分で終わ
りました。僕が聞かれたのは、
医科歯科を選んだ理由、医師を
目指したきっかけ、高校時代に
打ち込んだことの3つだけでし
た。

岡本：高2の4月にイギリスか

ら帰国して、英語の能力を落と
さないためにも塾に入ることは
決めていました。いろいろ候補
がありましたが、グノーブルと
もうひとつの塾の試験を受けて
どちらかにするつもりでした。
友達の話を聞いて、グノーブル
に本質理解のイメージを抱いた
ので、自分に合っていると感じ
てグノーブルにしました。
田邉：中2の最後ぐらいに入塾
しました。周りの子が段々と塾
に通い始めて、私も「そろそろ
塾に入ったほうがいいんじゃな
いかな？」と思って、自分の意
志で塾を探しました。グノーブ
ルは「英語がすごい」という評
判があって、先生と生徒の距離
感が近いという印象も受けたの
で、「楽しく勉強できたらいい
な」と思って英語と数学で入り
ました。
佐藤：中学の頃までは「塾に行
かないで受験しよう」と決めて
いました。でも、どんどん部活
に傾注していくに従って勉強か
ら遠ざかり、高２の夏ぐらいに
勉強が全然できなくなって焦り

東京大学東京大学

PartPart22
理系理系
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医学部受験のきっかけ

グノーブル入塾のきっかけ

ました。部活を引退してから
「どこかの塾に入ろう」と思っ
て、高2の冬から英数で入塾し
ました。一番まずかったのが英
語だったので、他の駒東生がい
て、英語の評判がかなり良いグ
ノーブルを選びました。

佐藤：とにかく先生が僕たち、
生徒のことをしっかり丁寧に見
てくださるすごく温かい塾です。
1年間ちょっとしか通っていな
いけれど楽しく学べました。他
教科でも他塾には通いませんで
した。
田邉：生徒と先生の距離感が近
いのを実感しました。1回しか
受けていない授業の先生が名前
を覚えてくださって驚いたほど
です。授業もただガッツリ暗記
して勉強するのではなく、楽し
く考えながら思考力を養ってい
ける内容でした。私も他塾には
通っていません。
岡本：先生とのコミュニケー
ションがいっぱいできる塾でし
た。僕には、受け身で授業を聞
くよりも、自分から積極的に授
業に参加できるほうが向いてい
ます。毎回の授業で、取り組ん
だ宿題や授業内で解いた演習問
題の答えを先生がただ説明する
だけでなく、生徒とやりとりし
ながら解説が進むので、自分も
授業に参加していると思えまし
た。自分の答えが合っていたら
うれしいし、間違っていたら
「マジか？」となります。気持ち
まで大きく動くと知識も定着し

やすくて学ぶのに適した環境で
した。
　それから、グノーブルは、意
味のないことを大量に暗記する
ことを強いることがありません。
納得した上で知っておきたい気
持ちがグノの授業では満たされ
ました。英単語も文法も根幹と
なるところを丁寧に解説してく
ださるグノーブルは非常に良
かったです。

岡本：「グノーブルは自分に
合っている塾だ」という話を家
族とちょくちょくしていました。
そのおかげか、弟もその影響を
受けてグノーブルの英語を取る
ことになっています。
田邉：私も「先生が一人ひとり
をちゃんと見てくれる」とか
「授業がすごく楽しかった」と
か、友達とも母ともグノーブル
の話をよくしていました。
佐藤：グノから帰宅した時、親

に「どうだったの？」と聞かれ
ることはよくありました。「楽
しかったよ」と答えていました
が、それは本心でした（笑）。学
校でも、数学の宿題の分からな
い問題を相談したり、「今日の
英語はクラスの過半数が駒東生
だったね」と話したりしました。

佐藤：僕は高２の部活引退後に
入ったので部活との両立は分か
りません。ただ、グノは宿題は
多くなくて、その分授業で濃い
内容を教えていただけて、復習
で力をつける塾です。復習は自
分のペースでやりやすいので、
学校の授業との両立で苦労はし
ませんでした。学校の他のグ
ノーブル生にも内職をしている
人は僕の周りにはいませんでし
た。
田邉：どの科目も宿題がそんな
にたくさんあるわけでなくて、
普通にこなせる量だったので、
両立に困ったことはありません。
復習をしっかりやっていれば授
業についていけるので、学校と
の両立は難しくありません。
岡本：僕は高2の4月からだっ
たので、最初のうちは部活もや
りながら塾にも通っていました
が、その頃は1コマ2時間が週
1で、部活が5時に終わったあ
とにグノの後コマを取っていま
した。グノの授業が部活を圧迫
することはありませんでした。
　高３のカリキュラムが始まっ
て2コマ4時間の英語になって
からは、そのタイミングで部活

グノーブルの話題

学校とグノーブルとの両立
グノーブルの印象

岡本 陽資さん
（
東京医科歯科大医・駒場

東邦
）

佐藤大地さん（理Ⅰ・駒場東邦）
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＊１ SUMMING-UP LABORATORY：高３の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。
知的にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

＊２ Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されてお
り、英語が得意なグノーブル生の土台を築いています。

もなくなったので、授業に無理
なく通えていました。宿題は最
低限だし、復習も音読を中心に
できたので、家に帰ってベッド
でゴロゴロしながらでもやれま
した。僕はもともと英語が得意
だったので、勉強で英語に時間
を割かなかったのもあるけれど、
最後まで全く問題なく両立でき
ました。

岡本：英語の力は伸びました。
以前は英語が得意といっても、
あくまでも学校の実力試験や模
試で点数を取れていただけでし
た。
　グノの高３のカリキュラムが
始まってからは、「英語の文章
をちゃんと読めていないんだ」
と気づかされました。最初の頃
はサミングアップ＊１でめちゃ
くちゃ低い点数が続いてショッ
クでした。
　僕はもともと国語が苦手です。
国語の文章が読めていない時と
同じ感覚を英語の文章で感じた
ことはなかったのですが、英語
の文章でも筆者の言いたいこと
を気にせず、ただ読み進めてい
ただけだったとサミングアップ
で思い知らされました。文章の
構成を意識して読むことが大事
だと分かって、それが理解でき
ただけで今までちょっと解くの
に詰まっていた問題も簡単にな
ると気づきました。
田邉：英語の力はグノで総合的
に伸ばせたと思っています。も

ともと覚える勉強は得意だった
ので、高2までは文法問題で点
が取れていました。でも、長い
英文になると表面的にしか読め
なくて、「これで大丈夫なのか
な？」という不安がありました。
　しっかり鍛えられたのは高３
のカリキュラムに入ってからで
す。筆者が言いたいことをつか
んでいくという読解の授業の解
説がすごく役立ちました。高3
の夏には、「こういうことを
言っているんだ」と分かるよう
になって、そこに面白さもあり、
「成長した」と実感できました。
　最も効果的だったのはやはり
GSL＊２を使った音読です。音
読は毎日やっていました。授業
で理解した点などを思い出しな
がら、自分が書いた文章みたい
にスピーチしていく感覚で音読
していくと、文章の内容が身に
つきます。
佐藤：僕は英語がずっと一番苦

手でした。暗記は得意なので、
中学の頃は単語帳を使って単語
だけを覚えていたけれど、全く
英語力が身についていませんで
した。長文も読めなくて、英語
は苦手なだけでなくすごく嫌い
でした。
　グノーブルに入って、英単語
の捉え方も、英文の読み方も大
きく変わりました。それまでは、
英文を日本語に一生懸命置き換
えていただけでしたが、英語の
まま解釈していくやり方を教
わって、復習の時には日本語を
頭から追い出して、英語のまま
誰かに伝えるつもりで音読を継
続しました。すぐにある程度ま
で伸びたのを実感できました。
グノの教材として用意される英
文が面白かったりためになった
りする内容だったので、音読に
も楽しんで向かえました。「今
日はこれをベッドで読もう」
「これは昔読んだけれど、もう
一度読みたいから読もう」と楽
しめました。繰り返し読んでい
ると、以前は全く読めなかった
難しい文章でも段々と明快なも
のに変わっていく感覚は面白
かったです。

佐藤：とにかく夏休みや冬休み
にそれまでの文章を全部2～3
周読み直しました。移動中でも
ゴロゴロしながらでも寝る前で
も読めるので、ためになりまし
た。
田邉：１回理解して読めるよう

グノーブルの英語

になって終わりでなく、理解し
た文章を何十回と音読し直しま
した。「ここはこういうこと
だったんだ」という新しい発見
をしながら読むのが良かったで
す。黙読だとどうしても目が
滑ってしまいますが、音読だと
しっかり理解して読んでいくこ
とになります。
岡本：高３の英語の授業は英作
文と読解があって、それぞれの
授業で先生からフィードバック
をもらえるのが自信にもやる気
にもつながりました。英作文を
授業の最初に書いて、その日の
うちに添削されたものを返して
もらえます。宿題で書いてきた
英作文も、次の週には返却され
ます。自分に足りない部分がリ
アルタイムで分かるのは助かり
ました。
　読解でもサミングアップが毎
回授業の最初にあって、その日
のうちに返ってきます。点数を
見て「一喜一憂するな」と言わ
れても一喜一憂するし、それが
授業に対するモチベーションに
なりました。
　読解では長文が２～３個あっ
て先生が丁寧に解説してくださ
います。そこに出てくる新単語
などは、授業で解説される語源
と一緒に、四隅の余白を埋め尽
くす勢いでメモを取っていまし
た。ふと「あの単語はどういう
意味だったっけ？」となった時、
そのプリントを探し出して、そ
の単語が出てきたその文章も改
めて読み返すようにしていまし

た。そうすると単語の意味だけ
で終わらず、文章の内容や大事
なところもまとめて復習できま
した。
田邉：演習と添削の間が空くと、
「どういう感覚で解いていたの
か？」を忘れてしまいます。グ
ノーブルの授業内演習は、すぐ
に添削が返ってきて、「ここが
ダメだったんだ」と分かった状
態で解説を聞けるのが良かった
です。
佐藤：添削がないと、自分の書
いた答案を見直す時、「大体で
きたからいいや」と適当になり
がちですし、そもそもあまり見
直しません。グノーブルの添削
では、細かいところまで見てい
ただいたので本当にためになり
ました。

佐藤：テーマごとに細かく考え
方の筋道を教えていただけるの
がグノーブルの特徴です。「ま
ずはこの方針を検討しよう。そ
の次は……」と優先順位やその
理由も細かく話していただける
ので、それらをきちんと理解し
た状態で使いこなせるように思
考が整理されます。最終的には、
新しい問題を見た時に「どうい
う方針を使うか？」が分かるく
らいになりました。方針の理解
を大切にした授業で、それが解
説プリントにも細かく示されて
います。だから、「この問題では
この方針を取るべき」という決
定力が身につきました。

　偶然合っていた問題も「合っ
ていた」というだけで喜んでそ
のままにしがちです。それをセ
ルフチェックシート＊でしっか
りと確認して、その思考プロセ
スをまとめておくことで、次に
やっても確実にできる状態にな
ります。間違った問題も、思考
プロセスを書いて提出すると、
先生がそれに対してすごく細か
くコメントを書いてくださるの
で、やはり思考が整理されます。
田邉：もともと数学が苦手で、
「数学は、問題を見てパッとひ
らめいて解ける、頭がいい人だ
けができる科目だ」という意識
がありました。でも、グノの授
業で解き方の一つひとつを教わ
り、「どの方法で解けるか？」を
確認して、解いていくのにも手
順があることを学べました。そ
こから数学の苦手意識が減って
いきました。
　高３の9月以降はテスト演習
なので、セルフチェックシート
がありました。今まで解いてい
たのと全然違う、型どおりでな

＊ セルフチェックシート：高 2文系数学、高 3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何が
できなかったか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

グノーブルの数学

グノーブルの勉強法で良かった点

田邉志保さん（理Ⅱ・浦和明の星女
子）

岡本 陽資さん
（東京医科歯科大医・駒場東邦）
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い問題がたくさんあって、自分
の積み上げてきたものをどう
やって適用していけばいいのか
を試していきます。セルフ
チェックシートのおかげで「自
分がどう考えていたのか？」を
客観的に見ることができて、
「こういうところが良くなかっ
たから、次の演習では改善して
いこう」という方針を的確に立
てられました。できた問題も
「どうしてできたんだろう？」
という状態が段々と減っていき
ました。

田邉：高2で古文と現代文、高
3で東大国語を受講しました。
私は昔から、国語が本当にダメ
ダメで、全然できませんでした。
高２で現代文を取った時、「国
語では、聞かれていることに
ちゃんと答えるんだ」と実感し
て、そこから急に国語が得意に
なって、できるようになりまし
た。国語ができなかった原因は、
適当に解いていたからだったの
だと思います。
　以前は、記述問題の答案を書
きながら「自分は何を書いてい
るんだろう？」という曖昧さが
あったけれど、しっかり添削し
てもらえて、「ここがダメだっ
たんだ」という自分の弱点など
が分かりました。東大の問題で
は、きちんと文章を読んで、聞
かれていることをそのまま答え
ます。グノのおかげで国語に対
する意識を固められました。
　古文については、もともと危

機感を持っていて、高1の時に
単語をひたすら覚えました。で
も、単語を覚えただけでは読め
ませんでした。高2でグノの古
文を取って、覚えている単語と
併せてどんどん読めるように
なっていきました。

田邉：物理は高2の夏期からで
す。学校では物理の授業があま
りなくて、ちょっと不安だった
ので取りました。グノの物理で
は、ただ暗記して公式を詰め込
んで問題をどんどん解く感じで
はなく、公式にたどりつくまで
の過程を一つひとつ追っていき
ます。先生が質問して、当てら
れた生徒がその場で考えてどん
どん答えていく授業です。その
やりとりが記憶にとどまるから、
難しい問題を解いた時に「やっ
たことがあるな」と思い出せま
した。おかげで、物理はあまり
ガツガツやらなくてすみました。

田邉：化学は高２の春期からで
す。化学は覚えることもたくさ
んあったけれど、覚えた知識を
ちゃんと自分の物にして応用で
きることが東大では大事です。
先生が授業中に実験をして、
「どういうことが起きています
か？」「どうしてこうなるんで
すか？」と質問して、生徒を当
てていきます。覚えた基礎知識
の確認をすると同時に、その場
で考える力を養えました。

岡本：僕が特に「すごい先生
だ」と思ったのは二人です。一
人目は高３の読解の先生です。
初めて習ったのは高３の冬期の
授業でしたが、最初から衝撃で
した。先生は教室に入ってきた
時、「ちょっと待って。言わない
でね」とおっしゃって、急に生
徒の名前を呼んでいきました。
初回の授業から生徒の顔と名前
が全員一致しているのを見て、
僕は「うわぁ、化け物だ！」と
思いました。その他にも、長文
の解説をしている時に言葉の
端々から教養の深さがうかがえ
ました。ひとつの文章から背景
知識などを教えてくださるので、
本当に楽しく授業を受けられま
した。単語の語源ももちろんで
すが、それ以外の知識も本当に
豊富で、とても印象に残ってい
ます。
　二人目は高３の作文・文法の
先生です。すごくエネルギッ
シュな方ですが、一番すごかっ
たのは、一人ひとりの生徒のこ

グノーブルの化学

グノーブルの先生

グノーブルの国語

グノーブルの物理

とを細かいところまで本当に
しっかり把握されていたことで
す。授業中のやりとりの中から、
「この人はすごく生徒のことを
見ているな」とびっくりしたこ
とは何度もありました。
田邉：先生方は生徒一人ひとり
の傾向などを分かっていらっ
しゃいます。だから、先生から
アドバイスをもらうと、自分で
は気づかなかったことに「実は
そうだったのかな」と気づいて
驚くことが多かったです。先生
方に対して「厳しい」と感じた
ことはなく、とにかく優しかっ
たです。
佐藤：先生方が初回授業で名前
を覚えてくださるのは、うれし
くもあり、ちょっと怖いのもあ
りました（笑）。英語でも数学で
も先生方の中で生徒の情報が共
有されているようですし、生徒
を覚えられないくらいの人数を
入塾させていないのだと思いま
す。
　数学の先生は、僕がセルフ
チェックシートでたまに質問を
書いて出したら、わざわざ速達
で返信を送ってくださったこと
もありました。間違った問題の
セルフチェックシートには、僕
が半年前に間違った問題を書い
てくださって、「この時にこう
間違えていたのと同じ感じがし
ました」とコメントをください
ました。それが復習の種になっ
て、少しずつ数学の力になりま
した。英語でもメールでの添削
があって、先生方は全員、細か
く丁寧にサポートしてください

ます。

岡本：小手先の知識やテクニッ
クよりも、素直に頭が良くなれ
ば受験は受かります。その場し
のぎでやろうとするのでなくて、
確固とした理解を積み重ねるこ
とが、受験を成功させるための
一番大事なことだと思います。
賢くなってください。
　僕も受験が始まった時は何も
分からないので、「どうやって
勉強したらいいのか？」をイン
ターネットで探しました。でも、
結局、自分に向いている勉強法
は自分にしか見つけられません。
だから、いろんなことを試しな
がら、自分を信じて進むことが
大切です。
　もし間違っていても自分では
分からないので、適宜友達や先
生に相談すれば、自ずと賢く
なっていきます。僕もグノの先
生に質問して「ああ、なるほど」
となることが何回もありました。
困ったらグノの先生に質問して
ください。

田邉：受験で一番大事なのは、
「自分の課題が何で、どうした
らいいのか？」を把握すること
です。勉強の計画を無理に立て
るのでなくて、「これぐらいの
量ならこなせる」と自分のこと
を知っていくことです。詰まっ
たら、グノの授業を思い出した
り先生に質問したりして、軌道
修正してもらうのが大事です。
佐藤：グノは宿題が多くありま
せんが、授業を大切にして、復
習をしっかりやっていくことが
大事です。グノをしっかり利用
していくといいでしょう。グノ
を活用して、核心への理解を、
焦らずにきちんと固めていくと
いいと思います。

後輩へのアドバイス

佐藤 大地さん
（理Ⅰ・駒場東邦）

田邉 志保さん
（理Ⅱ・浦和明の星女子）
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小花：中３の時に入塾しました。
それまではずっと学校だけで英
語をやっていたけれど、なかな
か伸びなかったので、「英語力
を身につけたいな」と思って塾
を探していました。僕の場合、
兄がグノーブルに通っていて、
親からの勧めもありました。
　僕自身は、塾に対して「しっ
かり英語を学びに行く」という
意識が強くありました。ですか

ら、授業に集中できる環境であ
ることと、受験に特化した英語
ではなくて英語に対して真剣に
向き合えることを考えてグノー
ブルにしました。
水野：僕は高２の９月に「塾に
入ろう」と思いました。中学受
験が終わって５年近くどこの塾
にも行っていなくて、何もして
いませんでした。さすがに独学
ではきつくなり始めて、英語と
数学で入るつもりでした。映像
授業の塾を除外して、友達が多
く行っている塾の中で検討しま
した。もうひとつの塾と「どち
らにしようかな？」と迷いまし
たが、友達から塾の内容や評判
を聞いていて、グノーブルには
悪くない印象がありました。

水野：学校で、先輩や後輩との
日常的な会話で「今どこの塾に
行っているの？」という質問を
よくしていました。同じ塾に
行っている人たちは同じように
行動して生活しています。僕が
仲の良いグループがグノーブル

に行っているグループと重なっ
ていて、僕は高１くらいから
「グノーブルが良さそうだな」
と思っていました。
小花：同じ部活の子二人が僕と
同じタイミングで入塾しました。
その二人とはそれまではあまり
仲良くありませんでしたが、入
塾を機に一気に仲良くなりまし
た。水野君が言っていたように、
部活以外の曜日で塾に行く曜日
を決めると、必然的に学校の放
課後に集まって一緒に行くよう
になります。宿題も分からない
ところがあったら、相談しなが
ら「こうなんじゃない？」「い
や、こうなんじゃない？」とお
互いに教えたり教わったりして
いました。

小花：僕が一番助かったのは、
自分が申請している曜日でなく
ても、空いていたら自由に振替
できるところでした。僕は部活
と学校行事に力を入れていたの
で、どうしても自分がもとから
入れていた曜日では行けない時

東京大学東京大学
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は他の曜日に振り替えました。
　映像授業だと、理解はできな
いわけではないけれど、やはり
学びづらいです。だから、映像
ではなく対面で振替できるのが
ありがたかったです。映像だと
スクリーンと自分の部屋なので、
どうしても隔離されてしまって
いる印象があります。先生が生
で目の前で喋っているのと、映
像で語りかけてくるのとでは、
やはり場の雰囲気も全然違うし、
先生たちの熱意も映像の中だと
感じられない部分があります。
学校行事で忙しかった時期は映
像を活用したこともあるけれど、
やはり対面で受けたほうが効果
は上がりました。先生が訴えか
けてくれるのを生で聞くと、僕
たちも受け取りやすくなります。
　学校などでは英語の勉強で単
語帳を開いている人が多いです。
僕も中３でグノーブルに入る時、
「あったほうがいいな」と思っ
て単語帳を買いました。でも、
グノーブルでは単語帳がなくて
も覚えやすい授業をしてくださ
るので、僕は最後まで単語帳を
ほとんど使わずにすみました。
これがグノーブルと学校や他塾
と大きく絶対的に違うところで
す。
　単語帳の暗記は、英単語を日
本語に対応させて覚えることで
す。でも、グノーブルでは、文
脈と語源から英単語のイメージ
そのものを捉えていけます。英
単語に圧倒的に深くなじめます。
水野：僕も学校行事に力を入れ
ていたので、振替が利くのに助

けられました。
　対面授業については僕も小花
君に完全同意です。映像と違っ
て、対面だと先生の存在がある
からこその緊張感があります。
僕は授業で前のほうの席に座っ
て、先生との距離を近くしてい
ました。自分から作り出す集中
力と場が作り出す集中力があっ
て、映像授業だと「自分で集中
しよう」と思ってもどうしても
阻害されます。そういう面で、
場が作り出す集中力が生じる対
面のほうがいいと思いました。
　「宿題の量がとてつもなく多
い」と評判の塾があります。そ
れをやっていれば伸びるのかも
しれないけれど、僕は受験勉強
を始めた時期が遅かったので、
効率を上げないと間に合いませ
んでした。グノの宿題は多くあ
りません。授業に集中して理解
したことを復習で自分のものに
していくのがグノの授業ですか
ら、自分のペースで要領良く

やっていけました。宿題で自分
の予定を潰されないようにうま
く勉強できたのが大きかったで
す。

水野：もちろん僕はできると思
います。授業を真面目に受けて
いれば大丈夫です。振替できま
すし、宿題の量も多いわけでは
ありません。最終手段として映
像授業があったので、学校優先
でも悩むことはありませんでし
た。僕の友達がグノーブルに
通っていたのも大きかったです
がうまく友好関係が作れて両立
もうまくいきました。
小花：僕の場合、特に高３の３
月から５月にかけて運動会の行
事が忙しくて、その期間は学校
行事の自分の役割をこなしつつ、
どうしてもグノーブルに行けな
い時は映像授業を利用していま
した。映像授業はひとつの授業
が何個かに分かれていて、ひと
つ 30 分くらいです。だから、
問題を解いた上で映像授業を電
車の中で聞くこともできました。

小花：英語はそんなに得意なほ
うではありませんでした。でも、
不得意なわけでもなくて、テス
トで点数は出ていました。
　グノーブルでは本当の意味で
英語の実力が上がりました。グ
ノーブルの英語を実際に受けて、
「受験特化の英語ではない」と
感じていました。言語としての
英語をそのまま学ぶのを教えて

学校とグノーブルとの両立

グノーブルの英語

小花 栄貴さん
（理Ⅰ・開成）

水野 僚介さん
（理Ⅰ・麻布）
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もらいました。英語を日本語に
直すのではなく、英語を英語で
そのまま楽しめるようになりま
した。
水野：僕も英語は得意でも苦手
でもありませんでした。英語に
対して特に何も思っていなくて、
嫌いでも好きでもありませんで
した。
　グノーブルに入ってすぐに成
績が上がったわけではありませ
んが、徐々に、でも、確実に上
がりました。まず、グノーブル
に入って、英語を読む機会も量
も確実に増えました。それに
よって意識が英語に向かうよう
になったので、たとえば、普段
の生活でも英語に自然に目が行
き、その意味が段々分かるよう
になると英語に対する意識も少
しずつプラスのほうに変化して
いきました。
　東大を目指したければ「東大
の過去問をやっていればいい」
となりがちです。でも、グノー
ブルの英語は受験特化塾ではな
いから、受験英語の点数という
点では遠回りだという印象があ

るかもしれません。でも、本物
の英語力がついているからこそ
受験英語にもむしろ近道です。
僕の場合、本物の英語力が高め
られたからこそ、併願は受験対
策をほとんどせずに合格できま
した。何よりも教材が興味の湧
く内容で面白かったので、そう
いう英語に触れられたのが良
かったです。
小花：グノーブルの英語は時事
ネタもたくさん扱ってください
ますし、幅広い題材が教材にな
ります。僕が一番印象に残って
いるのは『星の王子さま』の献
辞部分でした。文構造や単語レ
ベルはそんなに難しいものでな
いのに、そこにはいろいろな思
いが込められていることを実感
させられる文章でした。授業で
扱われて、先生の解説を受けた
時に「言語って面白い！」と少
し感動しました。英語を翻訳機
にかけて日本語にしただけでは
読み取れないものがあって、そ
れを先生が教えてくださるのは
とてもありがたかったです。そ
れが知的な英語で、英語を英語
のまま読まないと得られない感
動でした。
　水野君が言うように、グノー
ブルは英語力を底上げしてくれ
る塾です。グノーブルは、大学
受験をゴールとした英語ではな
く、英語力をボトムアップする
ことによっていろいろな英語に
対応できるようにしてくれます。
英語そのものを理解していれば
東大の英語でも困りません。僕
は英語の過去問演習をやらずに

合格できました。グノーブルは
本当の英語力を底上げしてくれ
ることで、受験英語の得点力も
ついたのだと思います。
水野：グノーブルは教材で大学
受験の過去問ばかりをやる塾で
はありません。でも、いつどの
ように過去問に取り組めばいい
かはプリントではっきりと提示
していただけましたし、記述問
題はどれだけ提出しても先生が
すぐに添削を返してくださるな
どサポートも手厚かったので安
心して受験に向かえました。受
験塾としても素晴らしいと思い
ます。

水野：授業内演習にはメリット
がありました。その場で真剣に
問題を解いて、それをその場で
添削していただけるのはすごく
役立ちました。その添削を踏ま
えた上で解説を聞いて、書き直
したものもお願いすればまた添
削していただけました。学校な
どと習熟度が全然違いました。
受け身で解説を受けるだけでは
得られないものがあります。
小花：僕は演習時間内に終わら
ないことが結構ありました。で
も、これが自分の中でペース
アップにつながりました。本番
のテストと同じでみんなが集中
している雰囲気の中、限られた
時間で自分なりの早いペースで
解かないと終わらない量だった
ので、速く解く練習になりまし
た。段々と「時間内でどこまで
終わるのか？」も分かってきて、

＊ セルフチェックシート：高 2文系数学、高 3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何が
できなかったか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

目に見えて自分の習熟度が上
がっていくのが実感できました。
受験は時間との戦いなので良い
経験になりました。
　添削では、先生が指摘してく
ださった間違いを「何が違うん
だろう？」と自分なりに考えて、
その上で授業を聞きました。自
分が「ここが間違っていたんだ
な」と思うところを先生は別の
直し方をしていて、「そういう
直し方もあるけれど、こういう
直し方はどうですか？」と先生
に質問していました。添削に対
してまずは自分で答えを作って
みて、先生の授業を聞いて、
合っていたらそれでいいし、
違っていたら「自分の正した答
えはどうなんだろう？」と先生
に聞いてみます。この質問で間
違いが分かったら、それに対す
る訂正も加えていきました。先
生が添削をしてくださることに
よって、僕たちの習熟度はどん
どん上がっていったと思います。
　東大の過去問を数年分試して
みた時も時間内に解き終わりま
した。グノーブルの授業内演習
のほうが東大よりも量が多いし、
時間的にもきついです。このき
つさを経験しておくと、それ以
外のテストであまりビビらなく
なります。本番が終わったあと、
英語は手応えがありました。

水野：グノーブルの数学にはセ
ルフチェックシート＊がありま
した。自分が解いている時の頭
の働きを自分で解析して、「ど

うしてこれが違ったんだろ
う？」と見返すのに役立ちまし
た。解答を見た時「どうしてこ
れはこうなっているんだろ
う？」と考える上でも、自分の
考え方と先生が教えてくださっ
た解き方の違いを見つけて、そ
こをその都度直していくのがす
ごく良かったです。セルフ
チェックシートでは、解答と照
らし合わせて「どういうふうに
修正していくか？」を意識でき
るので、数学を解く上でのロ
ジックというか論理の組み立て
方を考えられます。
　東大の数学はセンスとロジッ
クが半分半分だと思います。グ
ノの数学では頭の中にある数学
の引き出し、問題に対する引き
出しを増やしていきます。その
取り出し方も教えてもらえるし、
「どうやって答えに近道で行け
るか？」も鍛えられます。東大
の数学は、ひとひねりしなけれ
ばならない問題ばかりです。そ
ういう点でセンスが必要だと思
います。ただ、そこを体系化す
るやり方を教えていただいたお

かげで、基本問題は絶対に落と
さなくなりました。他の人が解
ける問題は絶対に解けるように
なって、そこでディスアドバン
テージを食らうことはありませ
んでした。

小花：高３で初めて読解の先生
に教わった時、「これは違う」と
思いました。学校などでは「英
文の主語がどれで、述語がどれ
で」と探し、主節と副詞節を逆
にして和訳します。先生の授業
では英語の語順のまま解釈して
いくやり方を学び、そういう読
み方をしてこなかった僕にとっ
て斬新でした。
　「英語の筆者は前から書いて
いって、ネイティブも前から読
んでいく」と先生がおっしゃっ
ていたのも印象的でした。ネイ
ティブの読み方を学ぶのは、英
語を英語で楽しむ一番の近道で
す。返り読みは、１回読んだの
にもう１回そこに戻って読む作
業で、時間の無駄になります。
グノーブルで学んだ読み方にし
てからは、格段に読むスピード
が速くなりました。
水野：シンプルにグノーブルの
先生たちの解説が面白かったで
す。それが前提としてあって、
プラスαでいろいろサポートし
ていただいたので感謝していま
す。面白さといっても、バラエ
ティー的な面白さではなく、知
的好奇心を刺激してくれる面白
さです。自分の頭に今までな
かったことを教えていただけて、

グノーブルの数学

授業内演習と添削

グノーブルの先生

小花 栄貴さん
（理Ⅰ・開成）

水野 僚介さん
（理Ⅰ・麻布）

東
京
大
学
理
系
Part
3
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 あゆかさん
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利
とし

尭
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さん
（東京医科歯科大
・渋谷教育学園渋谷）

中
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山
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さん
（筑波大・麻布）
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「こういう解き方がある」「こう
いう考え方がある」というのを
学べました。しかも、分かりや
すかったです。
　僕は人とのつながりが好きな
ので、生徒一人ひとりにしっか
り目を向けていただけるという
面ですごく楽しく受験勉強でき
ました。
小花：高２の時の先生からは、
英単語の成り立ちをしっかり習
いました。接頭辞や接尾辞や語
幹から、木みたいにボキャブラ
リーを増やしてくださいました。
そのおかげで、英語の文章で知
らない単語に出合っても自分で
推測できるようになりました。
推測する面白さも教えていただ
きました。知的好奇心を引き出
してくれる授業でした。

小花：僕たちが目指しているの
はもちろん志望校合格ですが、
できるだけそこを目標にしてほ
しくありません。学習は学ぶの
がメインで、合格するのはその
結果だと思います。英語、さら
には数学や国語や理科も楽しん
で好きになるように心がけてく
ださい。好きになれば絶対に結
果がついてくるので、そこを一
番に大切にしてください。これ
が、僕がグノーブルで教わった
ことです。
水野：僕が受験で成功できた要
因は、受験に対して主体的に動
いていたからだと思っています。
グノーブルに入ったのも、親に
入れられたわけではなく、「自

分にはこの塾が必要だな」と
思ったからです。グノーブルで
勉強している後輩には、「どう
して自分がグノーブルにいて、
どうしてこの勉強をやっていて、
どうしてこれをやらなければい
けないのか？」を考えながら勉
強に取り組んでもらいたいです。
そうすれば勉強に取り組む上で
の楽しさも変わってくるはずで
す。主体的になることで、自分
から先生に聞きに行くこともで
きるし、自分が真剣にやればや
るほど先生もそれに応えてくだ
さいます。受験に対して自ら動
いて積極的になることが重要で
す。

後輩へのアドバイス
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伊藤：私は医学部受験を決めたのが
遅くて高３の夏です。それまでは理
工学部に行こうとしていましたが、
改めて考え直した時「理工系に行っ
て何をしたいのか？」が分からなく
なりました。小さい頃、私はとても
病弱で、その時にお世話になったか
かりつけ医の先生のことがずっと忘
れられませんでした。このことも
あって、理工系はやめて医学部へ行
くことにしました。臨床も研究もど

ちらも選択肢として考えています。
岡野：僕は３歳の頃に脱臼してすぐ
直してもらえた時の記憶が強く残っ
ていて、小学校の頃から夢を書く場
面ではいつも「医者」と書いていた
ほどです。高校で進路を考えた時、
医師以外の職業も考えましたが、
「やはり医者は魅力的だ」と考えて
医学部を志望しました。
竹内：僕が医学部進学すると決めた
のは高１の夏です。小学生の頃から
通院していて、その時に出会った子
どもたちの中に、外に出たことがな
い子もいました。そういう子たちを
救いたくて、小学時代から医者にな
ることを視野に入れていました。高
校に上がるタイミングで進路選択を
しっかり考えた時、「医者になりた
い」と強く思いました。
渡辺：僕も岡野君と同じで小さい頃
から医学部志望でした。僕が喘息で
苦しんでいた時、小児科の先生に助
けてもらったので、「先生みたいな
小児科医になりたい」と思っていま
した。将来の進路について考え始め
た時、その先生のことが思い浮かび、
憧れが強まったので、医学部に決め
ました。
髙瀬：医学部を目指したのは物心が
ついた時からです。両親や祖父が全
員医師だったので、小さい頃から

ずっと他の職業を考えたことがあり
ませんでした。両親からは「医学部
に行きなさい」と言われていたわけ
ではなく、むしろ「他の学部も考え
たら？」と言われていた中、高校生
になって「大学の学部をどうしよう
かな？」と改めて考えてみました。
　私も小さい頃ずっとアレルギーで
病院に通っていました。その時の先
生が、子どもだからといって私を甘
く見ることなく、分からないことも
はっきり説明してくれました。この
経験から「患者さんと気軽に接する
医師になりたい」と思って医学部を
志望しました。今は漠然と小児科や
子どもの精神発達について興味が
あって、まず臨床を経験し何か具体
的なテーマが見つかったら研究の道
へ進みたいと思っています。

髙瀬：中学受験グノーブルには５年
生から入りました。母の友人のお子
さんが中学受験グノーブルに通って
いて、「すごくいいよ」という話を聞
いていました。説明会に行った母の
「楽しそうだよ」という話もあって、
まずは体験授業に行ってみました。
そうしたら授業がすごく面白くて入
塾を決めました。先生は皆さんキャ
ラが濃くて、それがモチベーション

国国・・私立大学私立大学
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医学部受験のきっかけ

中学受験グノーブルについて

になりました。勉強が楽しいだけで
なく、「先生に会いに行きたい」とい
う気持ちもあって通いました。
　「他塾に通ってみよう」と思った
こともあったけれど、その塾は堅苦
しい雰囲気というか、みんなとにか
く「受験まっしぐら」という感じで、
厳しい雰囲気がすごく苦手だった私
はやめました。
　中学受験グノーブルで印象に残っ
ている先生は算数の盛田先生です。
たとえが毎回面白く、解説もとても
細かくて、すごく分かりやすかった
です。先生の性格と授業は、今まで
受けてきた算数や数学の授業の中で
一番楽しかったです。

髙瀬：大学受験グノーブルに入った
のは、高２の１月くらいで冬期講習
のあとでした。中１から高２まで
通っていた英語の塾は、日本の大学
受験ではなく海外の大学受験を意識
した塾でした。そういう進路も考え
ていたけれど、高３になっていろい
ろ考えて、「やはり国内の大学に行
こう」と決めました。それまで大学

受験に向けた英語の勉強を全くした
ことがなかったので「塾に通おう」
と思いました。
　学校では他塾に通っている人が多
くて、テキストを見せてもらいまし
た。そのテキストは、私が苦手な、
知識を詰め込むタイプでした。一方、
「グノの英語がいいよ」という評判
も周りの友達からは聞いていました。
中学受験で通っていたのでグノに信
頼感というか親しみがあって、
「きっと楽しいだろうな」と思って
行ってみたらやはりすごく良かった
ので、そのまま入りました。
渡辺：僕は親の勧めで中１のスター
トダッシュ講座＊１からです。グノは
「英語がいい」と聞いていましたし、
グノのHPのGnoTube＊２で合格体
験のビデオを観た時「楽しそうだ」
と思いました。他塾の英語も検討し
ましたが、そちらは詰め込み型で、
宿題は多いし、テキストも分厚いも
のでした。それに比べて、グノは教
材の内容が濃く、授業も楽しいと感
じました。
竹内：僕は中２の４月からグノに入
りました。中１の頃、学校の英語に
ついていけなくなって、英語が正直
大嫌いで「どうにかして好きになり
たい」と思っていました。この時、
親の勧めでグノのことを知って、実
際に通っている友達から「楽しい」
という話を聞き、グノへの入塾を決
めました。他塾の人たちが「つらい」
と愚痴をこぼしていたところは避け
ました。
岡野：僕は新高１の春期講習から入
塾しました。友達が入っていて、「グ
ノの英語がいいよ」と聞いていたの
がきっかけです。検討していた他塾
は受験に特化した詰め込み型で、授
業も１回だけ受けたら全然面白くあ
りませんでした。一方、グノーブル
で初めて教わった時、単語の語源か

らの説明に感動して、入塾すること
にしました。
伊藤：私は中３の春に入りました。
先輩がグノーブルに通っていて、
「すごくいい」という情報を聞いて
いました。とても仲のいい友達もグ
ノーブルに通っていて、その友達か
らの評判もありました。当時の私は
「学校の英語だけでいいのか？」と
悩んでいて、グノの評判を先輩や友
達から聞いたので「とりあえず入っ
てみよう」と思いました。グノで最
初に出席した授業からめちゃくちゃ
面白くて、「このまま続けよう」と決
めました。
　私はもともと言語学習的なものが
好きで、英語も好きでした。「中高で
１回は留学したい」と思っていて、
中３の時に短期研修にも行きました。
受験を意識していたのは大きいです
が、グノに入塾したのはやはり英語
をもっと好きになれると思ったから
です。

伊藤：私の学校は、英語で他塾に通
う子たちが多数派で、グノは少数派

グノーブル入塾のきっかけ

グノーブルの印象

＊１　スタートダッシュ講座：新中１対象の講座（２～３月に開講）。
＊２　 ：SUMMING-UP の英文（年間 45本）を音声と流れるようなスクリプト画像をセットにして YouTube で配信しています。（サミングアップは塾生限

定公開）

伊藤ゆめかさん（大阪大・豊島岡女子学
園）

岡野健人さん（千葉大・駒場東邦
）

髙瀬あゆかさん（慶應義塾大・桜蔭
）

医
学
部
Part
1
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です。その他塾は宿題が多いので、
中学の頃から授業中に内職していた
り、定期テストを捨てていたりした
子もいます。一方、グノは宿題がそ
んなに多くないので、部活や学校と
の両立ができました。
　私は高１から数学でもグノに通い
ました。以前は他塾に通っていまし
たが、そこは本当に合わなくて、英
語で通っていたグノへの転塾を考え
ました。友達からも「グノは数学も
いいよ」と評判を聞いていました。
グノの数学は本当に分かりやすいし、
先生と生徒の距離が近くて、他塾に
ない面倒見の良さでした。
岡野：グノは授業中寝させてくれま
せん（笑）。当てられて答えるので、
寝ている暇はありませんでした。他
塾では寝てしまったこともあるけれ
ど、グノは寝ていたらもったいない
です。楽しかったし、授業に参加し
ている実感があったから、１回１回
の授業が身になっていました。そこ
が他塾との大きな違いです。
竹内：数学だけ他塾に通っていまし
たが、そこでは先生が僕の名前を全

然覚えてくれませんでした。50人
クラスで、先生が覚えているのは
15人くらいしかいなかったと思い
ます。一方、グノの先生は１回目の
授業から生徒の顔と名前が一致して
いました。初めて会った人に自分の
名前を覚えてもらえるのが本当にう
れしくて、家族のような心地良さが
ありました。
　伊藤さんも言っていたように、他
塾に通う人は内職ばかりで、学校の
テストを捨てているようでした。僕
は「学校のこともできないと意味が
ない」と思っていたので、そういう
意味でもグノは良かったです。
渡辺：僕の学校はそもそも塾に通っ
ている人があまりいなくて、他塾が
数人いて、グノは僕一人でした。そ
の後、僕が「グノはいいよ」と誘っ
て何人か入ってくれました。
　グノは宿題の量が多くありません。
授業中も当てられるから、積極的に
授業に参加できます。ただ、当てら
れた時はドキドキします。高３に
なって最初の頃は後ろのほうに座っ
ていました。とてもエネルギッシュ
な先生の、見たことないほどの熱意
に圧倒されたからです。でも、先生
から「失敗することは成長につなが
る」と言われて、「前の席に座ったほ
うが積極的に授業を受けられる」と
思い、次第に前に座るようになりま
した。それでもずっと緊張していた
けれど、最終的に積極的に発言でき
るようになりました。その先生から
は、うまくいかなくても「粘り強く
いこう」といつも言ってもらってい
ました。
髙瀬：グノの授業は置いていかれる
ことが絶対にありません。先生たち
は逐一「ここまで大丈夫ですか？」
と聞いてくださいます。それが形式
的でなくて、本当に分からなかった
ら手を挙げて聞ける雰囲気がありま

した。
　先ほど「名前を覚えてくれる」と
いう話が出ましたが、確かにそのと
おりです。授業中に先生が満遍なく、
当ててくれます。たとえ、自分が後
ろに座っていたとしても、「前の人
ばかり当てられるから別にいいや」
とはならず、いつでも緊張感があり
ました。同時に置いていかれない安
心感もあって、「頑張ろう」と思える
モチベーションになりました。
　グノの英語は教材の質が本当に良
かったです。読解では過去問もあっ
たけれど、ニュース記事や、人生の
ためになる話も教材になっていまし
た。読むだけで面白くて、英語を学
べるだけでなく、教養も身につきま
した。受験だけでなく、ずっと役立
つことを学べるのがグノの良いとこ
ろです。

髙瀬：和訳と英訳がめちゃくちゃ苦
手でした。ずっと「自然な日本語、
自然な英語に訳せるようになりた
い」と思っていました。でも、グノ
では、文法的な解説だけではなくて、

グノーブルの英語

それぞれの言語の特徴も話してもら
えたので、興味深く授業を受けて復
習しているうちに、いつの間にか力
がついてきて、和訳も英訳もどんど
ん得意になりました。
渡辺：中学受験が終わってすぐに英
語は始めましたが、スタートダッ
シュ講座に通ったので、順調にス
タートが切れたと思いますが、その
後は、特に得意でも不得意でもない
感じでした。
　特に伸びたのは、音読をした高３
の時です。先生からは「短時間でも
毎日音読を」とずっと言われていて、
それで「やろう」と思ってやり始め
ました。筆者が言いたいことや筆者
の感情に自分の気持ちを合わせて声
に出すことで内容の理解が深まりま
す。GSL＊があるので、暗記するま
で短文を読みました。黙読だと途中
で飽きたり、つまらなくなったりす
るので、声に出したほうが良いと思
います。黙読は眠くなって、気づい
たら寝ていることもありました。
竹内：中１の頃は英語が苦手で、中
２中３ではそこまで伸びませんでし
た。単純に真面目にやっていなかっ
たからです。逆に、一番伸びたのは
高２からです。高２でめちゃくちゃ
成績が下がって嫌になったけれど、

その時の先生が粘り強く指導してく
ださって、「自分もやろう」と思えて
音読をし始めました。そこから一気
に伸びて、３～４か月後には模試の
成績も上がるし、読む速さもだいぶ
上がったのを実感しました。
岡野：中３で入った時はどちらかと
いうと苦手で、全くできないほうで
はないけれど得意でもありませんで
した。クラスも最初は中間ぐらいで
した。でもグノの授業で英単語の捉
え方が変わりました。それまではひ
たすら単語帳を見て一対一で覚えて
いました。でも、語源から分解して
教えていただいたので、単語に取り
組む姿勢が変わって、そこから英語
ができるようになりました。
　僕は受験直前までグノーブルの英
文を読んでいました。先生が選んで
くれた英文は、理由は分からないけ
れど、２回読んだ時と３回読んだ時
の読後感が違っていて、毎回新しい
ことが分かります。選び抜かれた英
文なので、入試本番の英語の試験が
始まる前の休憩時間でも読んでいま
した。今でも好きで読んでいます。
　先生の解説を受けた文章なので、
ある程度前提知識が備わった状態で
もう１回読むと、１回目に読んだ時
は気づかなかったところに目が行き
ます。それを繰り返すと、どんどん
細部に目が届くようになっていきま
す。他の英文を読んでもそこまで感
じないので、やはり選び抜かれた英
文の効果だと思います。
伊藤：私は英語が得意でしたが、高
２からすごく伸びたと思います。長
文を読んでいて、日本語を介さずに
意味を取れるようになりました。英
語を英語のまま読めることで、英文
和訳は別として時間短縮につながる
し、ネイティブに近い発想になれた
と思います。
　私は毎日音読していました。先生

が「人に聞かせる気持ちで」とよく
おっしゃっていたので、私はベッド
に置いてあるぬいぐるみに向かって
読んでいました。ぬいぐるみでも、
棒読みにはならずに、聴衆に向かっ
てプレゼンしているような気持ちに
なれました。

伊藤：グノの英語は受験だけを意識
していません。受験を超えて大学で
も使える英語です。私は大学以降も
夏休みを使って短期留学に行きたい
ので、グノで身につけた英語の力を
使いたいと思います。音読していた
から英語を口に出すことに抵抗がな
くなりました。音読は自分で考えて
喋っているわけではないけれど、ス
ピーキングにも活きてくるはずです。
岡野：英会話という点ではまた別の
トレーニングが必要だと思いますが、
海外の大学生が読むテキストも教材
として用意してくださったので、高
度な英文を読める力はつきました。
グノでの勉強は大学への橋渡し、さ
らにその先につながるものになって
いると思います。
竹内：グノの授業を復習までしっか
りやれば４技能すべて網羅できます。
音読はスピーキングになるので、実
践英語への土台はだいぶ仕上がった

グノーブルの英語の有効性

＊  Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、英
語が得意なグノーブル生の土台を築いています。

竹内陽さん
（千葉大・芝）

渡辺祐一郎さん
（千葉大・巣鴨）

伊藤 ゆめかさん
（大阪大・豊島岡女子学園）

岡野 健人さん
（千葉大・駒場東邦）
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という感覚があります。医学部では
論文を読んだり書いたりします。グ
ノでライティングもしっかりやって
きて、長い文章を書くことに抵抗を
覚えなくなったので、今後の土台は
しっかりできました。
渡辺：僕も土台はできたと思います。
特にリーディングでは、音読のおか
げで速読力がつきました。学校で周
りの人から「読むのが速すぎる」と
言われたくらいです。読むスピード
がついたので、今後大学で読む英文
も速く読めるでしょうし、その先に
も活かせると思います。ライティン
グの授業で英文を書いてきたので、
それも将来につなげていけると思い
ます。
髙瀬：高３の秋に、「志望校の過去
問を始めたほうが良いでしょうか」
と先生に相談したことがありました。
先生からは「グノの教材を復習して
いればどんなタイプの英文や出題で
も対応できるようになります』と
おっしゃっていただきましたが、そ
れは本当にそのとおりでした。いろ
いろ併願したら、英語の問題はそれ
ぞれタイプが違っていました。でも、
「こういう問題しかやっていないか
らできない」とはなりませんでした。
グノの英文をやっていたら、大学受

験の英文だけでなく小説や哲学にも
触れられるので、どういう文章でも
抵抗なく読めるようになります。大
学に入ってから医学系の文章を読む
時もグノでの経験が役立つと思いま
す。受験が終わったので洋書を読ん
でいますが、グノでいろんな文章を
読んだおかげでスラーッと読めます。

髙瀬：高３で英語に時間を取られた
くなかったので、宿題が多くなくて
助かりました。数学などの他の教科
が苦手な私は、英語に時間を割いて
いると、他の教科をやる時間がなく
なって不安になります。グノは授業
で完璧に理解して、家に帰る途中で
復習すれば十分です。プリントなの
でいつでもどこでもササッと復習で
きます。いろいろ書き込んであるか
ら、それを見ただけで授業の雰囲気
や教わったことが蘇ってきます。先
生が「昔、通っていた生徒さんが受
験期はソファーに寝っ転がってプリ
ントを音読しているだけだったそう
です」とおっしゃっていて、本当に
そういう感じで私も英語を復習しま
した。受験直前期は、他の勉強で疲
れた時にグノの英文を読むと、息抜
きにもなるし、さらに理解が深まっ
たり、忘れていた単語や語法などを
思い出せたりできて、すごく良かっ
たです。
渡辺：僕は音読と単語の説明がグノ
の特徴だと思います。高３の時は単
語帳を全然やりませんでしたし、そ
もそもやる必要もありませんでした。
先生は単語の説明をする時、僕たち
にイメージをつかませるためにいろ
いろ実演してくださいます。たとえ
ば、動作を表す動詞でも、副詞や前
置詞でも、先生が実演してくださる
と強烈に残ります。同じ単語がまた

出てきた時、先生は何回も実演して
くださるから、そういう単語を僕は
自然に覚えられました。だから、単
語帳を見る必要はありませんでした。
竹内：僕は音読に加えて、先生のエ
ネルギッシュな授業が好きでした。
後々授業の振り返りをする時、授業
の情景が全部思い浮かびます。「先
生はこの時こんな感じで言っていた
な」と印象に残り、さらに「ここが
自分の分からなくなったところだ」
と思い出しやすくなります。そうい
うところの周りを重点的に読み直す
と、２回目がとても分かりやすくて、
それを繰り返したら文章全体がつか
めるようになりました。
岡野：グノーブルは教材がすごいで
す。何回読んでも新しいことを吸収
できるとても良質な英文で、他の英
文とは一線を画しています。選び抜
かれた英文だからこそ、サイクルが
より生きてくると思います。
伊藤：単語の説明がすべて印象に残
る授業でした。授業を受けてから１
週間で何度も復習するけれど、その
後の夏休みにもう１周復習していま
した。夏休みの間でも授業が鮮明に
記憶に残っていて、「先生が何々を
やった」とか「私はここで当てられ
て間違えた」とか、そういうのも覚

グノーブルの英語の特徴

えています。だからこそ、英文の内
容もすぐに頭に入ってきたし、英語
の構造も取れるようになりました。
先生が全力でやってくださった授業
が良かったです。

伊藤：授業内で演習すると、時間の
制限があります。家での宿題だと、
どうしても制限時間が何分と書かれ
ていても延ばせてしまうのが現実で
す。授業内演習では時間になると、
解説が始まってしまうのでできませ
ん。本当に英文を速く読まなければ
ならないし、みんながいるという緊
張感もある中で解くため、家で解く
よりも入試本番に近い環境を体験で
きました。しかも、分からなかった
ところが記憶にある状態ですぐに解
説を聞けます。
岡野：高３の最初は添削が毎回０～
１点ですごく悔しかったのですが、
先生はいつも「粘り強く」と書いて
くださいました。先生からコメント
をいただけたので、自分の成長を見
てもらっている実感が持てて頑張れ
ました。伊藤さんが言うように、演
習後すぐに解説があるので、自分が
分からないことをそのまま教えても
らえて定着しやすかったです。理想
的な添削の方法だと思います。
竹内：授業内で演習すると、周りの
人のペンの音が聞こえて、だいぶ緊
張感を持って取り組めました。時間
制限もあるので、入試本番を意識し
て臨めます。宿題で解いた問題の解
説だと、分からなかったところを忘
れてしまいます。解いてすぐの解説
だと、記憶が新しい状態で先生の話
を聞けて、より理解しやすかったで
す。
渡辺：僕も前の３人とほぼ同じで、
添削はとても大事だと思っています。

授業中に解いて、その場で添削して
もらうことで、自分が理解していな
いところがすぐに分かります。僕も
ほぼ毎回「粘り強く」と書かれてい
ました（笑）。先生が元気でエネル
ギッシュだから頭に入りやすいし、
それを復習することでさらに理解が
深まるのが良かったです。
髙瀬：サミングアップ＊１もすぐに直
接添削してもらえるので、自分で解
いて答え合わせをするよりも全力で
取り組めます。たとえば、宿題を自
分で解いてきて授業で答え合わせす
る場合、自分しか答案を見ないので、
80％の力で解いてしまいます。し
かも、間違ってもササッと丸つけす
るだけで終わります。一方、グノで
は毎回添削してもらえて、先生に実
力が把握されているのが分かってい
たから、「頑張って良い点を取りた
い」というモチベーションになりま
した。
　すぐ解説してもらえると、「こう
いう考えのプロセスで間違った」と
いうのがよく分かるから、「次回は
こうしたら間違えないな」と考えた
り、新しい知識をそこで得られたり
して、学んだことが定着しやすかっ
たです。

伊藤：高校１年の夏まで数学は他塾
に通っていたけれど、そこは生徒と
先生の距離が遠くて、私には合いま
せんでした。グノの英語は少人数な
上、生徒と先生の距離が近いので、
無意識のうちに比較して差を感じて
いたのかもしれません。他塾をやめ
たあと、グノに数学でもお世話にな
ることにしました。
　グノの先生は本当に分かりやすい
し、授業は数学愛にあふれていて、
すごく良かったです。私はもともと

数学がとても嫌いでしたが、先生の
おかげで好きになれました。手書き
の解説プリントも分かりやすくて熱
が伝わってくるので、受験直前期も
毎日見ていました。成績もめちゃく
ちゃ上がりました。
　セルフチェックシート＊２は最初
「めんどくさい」と思っていたけれ
ど、続けていくと効果が表れてきま
す。問題を解いてすぐに書くと、「自
分がどこでミスっていたのか？」
「自分がどこまで行けて、どこから
行けていないのか？」などが明確に
なります。数学は解答用紙がないと
数式だけバーッと書き連ねがちです
が、そこを言語化することで、穴埋
めではない記述解答の国公立にも対
応できます。セルフチェックシート
で言語化する力がついたと思います。

伊藤：グノの先生は、担当教科の専
門であるだけでなく、その教科が本
当に好きなのが伝わってくる授業を
してくださいます。そうすると、こ
ちらもその教科のことが好きになれ
ます。だからこそ、私たちは毎週授
業に行くのが楽しくなります。
岡野：先生方の第一印象は「知識が
豊富」です。英語だけでなく、様々

授業内演習と添削

グノーブルの数学

グノーブルの先生

＊１ SUMMING-UP LABORATORY：高３の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。知
的にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

＊２ セルフチェックシート：高 2文系数学、高 3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何がで
きなかったか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

髙瀬 あゆかさん
（慶應義塾大・桜蔭）

竹内 陽さん
（千葉大・芝）

渡辺 祐一郎さん
（千葉大・巣鴨）
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な分野のことを知っていて、それを
僕らに与えてくださいます。入試の
英文はいろんな分野があって、土台
となる基礎的なことを分かっている
か分かっていないかで理解の深さが
全然違ってきます。それがほぼ網羅
されているグノの英文のおかげで、
入試の英文も読みやすくなりました。
　「必要なところは暗記して、暗記
以外のところは考える」という姿勢
もグノの先生から教わりました。
　どの先生も共通してすごいのは、
初回で名前を覚えてくださることで
す。グノーブルでは授業中に当てら
れてびっくりしましたが、「嫌だな」
とは思いませんでした。そういう嫌
悪感や抵抗感が生じないように授業
されている先生方がすごいです。先
生方の対応が生徒一人ひとりに親身
で、僕たちを理解しようとしてくだ
さっているのがしっかり伝わってき
ました。
竹内：グノの先生方は個性豊かです
が、２～３時間の授業を１回も集中
力を切らさないで全力でしてくださ
るのは共通しています。先生方が全
力なので、生徒たちも「それに応え
ないといけない」という雰囲気にな
ります。
　僕はダジャレを交ぜる先生の授業
が好きでした。そのダジャレを聞い
て、周りがウケていないけれど、僕
的にはツボって内心爆笑していまし
た。おかげで、集中力を切らさない
で２～３時間の授業を受けられまし
た。
渡辺：僕は積極的に発言するタイプ
ではあったのですが、１回間違える
と恥ずかしさが先に立って発言でき
なくなってしまうところがありまし
た。
　でも、高３からは変わろうとしま
した。その時の先生が「間違いは成
長につながる」と何度もおっしゃっ

ていて、その言葉が焼きついて、後
ろに座るのをやめて一番前に座るよ
うにしました。間違えることはずっ
と恥ずかしかったけれど、積極的に
授業に参加できるようになったのは
先生のその言葉がきっかけでした。
そういう意味で高３の授業が一番印
象に残っています。
髙瀬：私はグノの先生は、「人とし
て人生経験が豊富だ」と思っていま
した。先生方は、形式的に授業をし
て「これだけ教えて終わり」という
感じではなく、英文に関わる、プラ
スαのお話をよくしてくださいます。
英語の知識を詰め込むだけでなく、
それ以外の知識もいろいろ話してく
ださるのに感動しました。
　先生が実際に経験されてきたお話
が聞けると引きつけられます。復習
で英文を読みながら、「この時先生
がこういう話をしていたな」とふと
思い出すので、「復習がつまらない」
となりませんでした。先ほど中学受
験グノーブルの先生はキャラが濃い
と話しましたが、大学受験グノーブ
ルの先生もキャラが濃かったです。

伊藤：グノに一緒に通っていた友達
もみんな「通うのが楽しい」と言っ
ていました。通っていて苦ではない
し本当に楽しい塾です。先生の言う
ことを聞いて、それを信じて勉強し
ていたら、私は成績が伸びました。

グノの先生と教材を信じて勉強する
ことが、学力を伸ばす最も良い方法
だと思います。
岡野：巷で言うことと違うことを
おっしゃる先生が多いけれど、僕は
グノーブルを信じてやっていた結果、
他の人よりも伸びる速度が速かった
です。グノーブルの魅力に気づいて
いない後輩には、「グノーブルを信
じて頑張ってみるのが、受験合格へ
の一番の近道だし、先にもより広い
道が広がっている」と伝えたいです。
グノーブルを信じて勉強すれば、受
験の結果に良い影響を与えますし、
今後につながるはずです。
竹内：僕はメンタルケア的な内容で
す。僕は共通テストでだいぶ失敗し
て千葉大の水準ギリギリでしたが、
諦めなければ二次でいくらでも挽回
できるので、あそこで諦めなくて良
かったと思います。後輩の皆さんも
最後まで頑張り続けてください。一
人で勉強していると絶対に行き詰ま
ります。友達と良い意味で競い合っ
たり、ワイワイしながら勉強したり
すると、病むこともないし、長い受
験期間を乗り越えられるはずです。
渡辺：諦めないこと、粘り強くいく
ことが重要です。それから、グノの
先生を好きになりましょう。嫌いや
苦手になるのではなく、好きになっ
て、自分の悩み事を先生にすぐに相
談すると合格へつながります。
髙瀬：自分の能力と今している努力

後輩へのアドバイス

最初に授業をした時から大変しっかりした生徒さんで、問題の処理スピード
も速く、感心した覚えがあります。
95％できていても慢心することなく、残りの５％に向き合ってそれをしっか
りと自分のものにしていくタイプでした。
中学受験後も良いところはそのままにさらに成長なさったのではないでしょ
うか。この先も目標に向かって頑張ってください。

中学受験グノーブル盛田先生から髙瀬あゆかさんへ

を信じることが一番大切です。私は、
「慶應は無理」と言われたこともあ
りました。でも、新高３でグノに
入ってずっと英語をやっていて、
「オールラウンドにできるように
なった」という自信がついたからこ
そ、「慶應はチャレンジだけれど、受
けてみるか」と思えました。最後ま
で志望校を下げず、結果的に合格も
できました。志望校を下げるかどう
かで悩んでいる時間があるなら、
もっと有意義な勉強をしたり勉強の
プランを考えたりすべきです。悩む
ということはその時点でちゃんと努
力していて、自分の能力を客観的に
見られる能力があるということです。
今している努力を信じて、とにかく
諦めないで最後までやると、びっく
りする結果が待っています。
　何かあったらグノの先生に聞くと
解決していただけます。もともと先
生との距離が近くて聞きやすい塾な
ので、それを活用して、授業のこと
でも受験全般のことでも、疑問や悩
みはすぐに相談しましょう。

医
学
部
Part
1



48

17期生 合格者インタビュー

49

奥野：僕は小学生の時に指を骨折し
ました。当時の僕はピアノに打ち込
んでいたので、骨折は大きな衝撃で
した。それを外科医の先生が後遺症
もなく治してくれたので、「やっぱ
りお医者さんはすごいんだな」と憧
れを抱いたのがそもそものきっかけ
です。また高校の時に身内が亡く
なった際「もっとできることがな
かったのかな？」という思いがあっ
て、高２の頃には医学部を志望する
ようになりました。今は臨床よりも

研究に進むことを考えています。
中山：医学という学問自体にもとも
と興味があって、一番学びたい学問
が医学だったので志望しました。国
境なき医師団で活動したいというの
も動機です。高校１、２年の時に国
際交流を経験し、各国の代表が抱く
使命感や未来に対する責任感につい
て学ぶ機会がありました。僕も「何
か貢献できないかな？」と考えた時、
「国境なき医師団として、恵まれな
い人たちを助けたい」と思ったこと
も医学部志望のきっかけになりまし
た。

中山：僕は高１の夏期講習から入り
ました。入塾のきっかけは母の勧め
です。当時僕は部活をふたつ兼部し
ていて忙しく、勉強に対する意識も
高くありませんでした。でも、周り
のみんなが高１から塾に入っていた
ので、「どこの塾に入ろうか？」と考
えてはいました。この時に母がイン
ターネットで調べて勧めてくれたの
がグノーブルでした。
奥野：僕は中３の夏期講習で入りま
した。中３になって学校の英語のテ
ストがいきなり難しくなって、僕で
なく母が焦って塾を検討することに
なりました。とはいえ、僕は中学受

験も塾なしで乗り越えたので、どん
な塾があるのかも知りませんでした
し、塾に良いイメージも持っていま
せんでした。学校ではみんな塾の宿
題をやっているし、小学校でも中学
校でも寝ている人ばかりでした。だ
から、教室の中に詰め込まれて先生
の話をひたすら聞いて、宿題も大量
にやらなければいけないイメージが
ありました。
　この時、母がインターネットでグ
ノーブルを調べて勧めてきたので、
「とりあえず行ってみようかな」と
いう気持ちで講習に参加しました。
入室テストでは基礎的なクラスでし
たが、グノーブルは宿題は多くない
し、何より授業が面白かったので入
塾しました。グノーブルは、塾に対
する僕のイメージを覆すほど画期的
な塾でした。英単語が語源から説明
されて、いろんな英単語がつながっ
ていくのが見えてきた時には、「英
語は本当に面白い」と思えました。
中山：僕もいろんなところからグ
ノーブルの評判を聞いていました。
実際に通ってみて、他塾の発想とは
違って、宿題をこなすのが勉強の中
心ではないのが魅力でした。高３は
勉強するのが当たり前ですが、高１、
２の時は、部活と勉強とを両立して
やらなければならない人もいます。

国国・・私立大学私立大学
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医学部志望のきっかけ

グノーブル入塾のきっかけ

グノーブルは授業中の演習で自分の
課題を浮き彫りにして、直後に行わ
れる解説でしっかり理解できて、宿
題ではなく復習を大切にして力を伸
ばすやり方が僕は良いと思いました。

中山：グノーブルは負担が少なかっ
たです。グノーブルに通っている人
が同じ学校に結構いましたが、グ
ノーブルの宿題を学校でやっている
人はいませんでした。高１、２で両
立できるかどうかは塾によって違い
ます。その点グノーブルは両立しや
すい塾でした。
奥野：僕も両立はできていました。
さすがに高３になると、勉強時間の
中でグノーブルの占める割合は大き
くなりました。それでも、学校でグ
ノーブルの宿題をやることはありま
せんでした。他塾に通っている周り
の人たちが４、５冊の分厚い教科書
を持っているのに対して、グノーブ
ル生は毎回の授業で新鮮な教材が配
付されるので、薄いテキストを１冊
持って塾に通っていました。だから
といって、僕はグノーブルで不安に
思ったことはありませんでした。

奥野：学校では評判が高かったです。
高２になるとみんなが受験を意識し
出します。いろんな塾に行っている
人がいるので、いろんな人がいろん
な人に塾のことを聞きます。僕は他
塾の人から「グノーブルって、どん
なことをやっているの？　どんな感
じなの？」と聞かれて、「面白い話題
の英文をいっぱいやるよ」と答えて
いました。高３の授業で毎回やるサ
ミングアップ＊はやりがいもあって、
英語力を上げる効果もあったので特
に真剣に取り組んでいました。グ
ノーブル生同士でもサミングアップ

のことをよく話題にしていました。
　家でもグノーブルで扱った英文の
ことを話題にしていました。母も
「今日はどんな文章だったの？」と
興味を持っていました。
中山：僕も学校ではグノーブルに
通っている人同士でサミングアップ
の話はよくしていました。数学のク
ラス分けテストのことも話題にして
いました。

中山：英語に苦手意識はあまりな
かったけれど、文法がめちゃくちゃ
でした。僕は４、５歳までロンドン
に住んでいました。そのため、英語
の感覚はちょっとありましたが、正
確に英文を書く力や難しい英文を
しっかり読む力、つまり受験で成功
するための英語力はグノーブルで伸
びました。
　グノーブルの英語の授業では思考
力が養われます。難しい英文には、
ただ文法を知っているとか、ただ単
語を知っているとかでなく、正しい
読み方があります。これをグノーブ
ルで身につけられました。グノーブ
ルで身につけた力は将来的に活かせ
ると思います。
　市販のテキストの解説は、単語と
文法的な説明と全文和訳です。それ
だと、難しい英文を理解することが
できません。グノーブルの授業で行
われる解説は、英文の背景にまで及
びます。一見脱線しているように見
える話の中に、その文章の大事な考
え方を理解する鍵があります。それ
がとても重要でした。
奥野：英語については得意でも苦手
でもありませんでした。学校は中１
から文章を読ませる教え方でした。
だから、文法に対する苦手意識は
あったけれど、文章だったら何とな
く読めて、そんなに苦手とは感じま

せんでした。
　でも、本当に英語力が伸びたのは
グノーブルに入ってからでした。グ
ノーブルで扱う英文は、過去問もあ
りましたが、大半は本の一部や
ニュースが教材になっていました。
おかげで、大学受験にとどまらない、
もっと先まで活かせる英語を学べま
した。また、僕は帰国生でないけれ
ど、解説を聞いたあとに「この文章
はきれいだな」と思うことがあって、
とても質が高い文章に触れられまし
た。
　医科歯科の推薦入試では小論文と
面接があって、小論文に参考資料が
ついていました。この参考資料が
60ページくらいの英語の論文です。
それをパッと見た時ウゲッとはなり
ましたけれど、グノーブルである程
度難しい英文を読んできたので、そ
んなに動揺しませんでした。論文な
ので医学的な単語が多い中、分から
なくてもある程度推測できたのは、
語源から単語を教わってきたので知
らない単語でも「単語の顔つき」は
分かったし、文脈で語義が決まるの
だと授業中も繰り返し言われ続けて

グノーブルの評判

グノーブルの英語

学校とグノーブルとの両立

＊  SUMMING-UP LABORATORY：高３の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。知
的にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

中山 渡さん（筑波大・麻布）
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きたからだと思います。このような
論文はまさしく大学に入ってから読
んでいくことになるものなのでしょ
う。
中山：僕も似たようなことですが、
受験のための力だけでなく、英語力
の土台が整ったと思います。英語の
論理の展開とか、パラグラフをどの
ように英語では構成するかなど、問
題の解き方というより、もっと本質
的なことを教えてもらえました。受
験で終わるような勉強ではなく、受
験である程度伸ばして、大学でさら
に積み上げていける学びでした。

中山：僕は理系で物化選択でした。
最後のほうは物化勝負になって、英
語がおろそかになりがちでした。で
も、毎日 10分でもそれよりも短く
ても音読すると、短時間で英語の力
を維持できました。一瞬で英語脳に
持っていける道具として音読は有益
でした。
　黙読でなくて音読のほうが優れて
いるのは、口に出して言う点です。
黙読だと、受け身で文章を流してい
くことになってしまいます。でも、
音読は自分から言葉を発しないとい
けないので、文章の内容をしっかり
捉えながら言葉に出すことになりま

す。音読していると、書かれている
ことが頭の中できちんと整理されて
いきます。これが黙読との大きな違
いです。授業で理解した文章を黙読
ではなく音読することが大切です。
奥野：音読を高３からやって、本当
に力がつきました。高３の学校の授
業は全部演習だったので、そこでは
力試しを毎回やっているだけでした。
新しい文章に触れて、それを解説を
受けて深く理解して、その上で復習
するという機会、つまり実力を上げ
ていく機会がグノーブルしかありま
せんでした。
　「グノーブルの先生の言うことを
信じてやっていこう」と思って、音
読にも力を入れていました。最終的
に難しい文章でもかなりの理解を
伴って読めるようになったのを考え
ると、音読は効果がありました。何
よりも短時間で効果を上げられるの
が音読のすごいところです。

奥野：授業内で演習できるのは良
かったです。その中で同じクラスの
同級生に負けたくないという気持ち
もありました。添削も「ここまで
しっかり見てくださったのか」と思
うほどで、点数が悪かったら若干落
ち込みますけれど、それでもその分
授業にしっかり身が入って良かった
です。
　グノーブルの授業は長めですが、
宿題にかける時間がほとんどいらな
いことを考えると、その時間は他科
目に使えるし、グノーブルの授業は
常に集中できるので効率の良い勉強
ができたと思います。
中山：奥野君と同じで、授業内の演
習、解説、理解と授業外の復習のス
タイルは勉強しやすくて助かりまし
た。他の勉強もあるので、演習も授
業中に組み込まれているのは良かっ

たと思います。添削では、同じ学校
で同じクラスの人と点数を競いまし
た。点数が伸びない時期もあったけ
れどモチベーションになりました。
やはり先生にちゃんと見てもらえて
点数もつけてもらえると気持ちも違
います。

中山：僕はもともとタイプとして文
系寄りだったので、「数学が何のた
めにあるの？」みたいな感じで、か
なり苦手で嫌いでした。「数学＝公
式暗記」というイメージがありまし
た。学校の数学はレベルが高く、学
者肌の先生が、自分が得意だからか、
「分かるでしょ？」といった雰囲気
の授業をしていたのも苦手の原因で
した。
　一方、グノーブルの数学は最初か
ら教えてもらえました。「公式がど
うしてあるのか？」から始まるので、
「その公式があるのは当たり前だよ
ね」というところまで理解できます。
思考力が身につくまでの道のりは平
坦ではありませんでしたがグノーブ
ルで培えました。
　授業時間外にも数学の先生とたく
さん話ができました。先生と話すう
ちに、「数学は、昔から人間がいろい
ろ考えていく過程で必然的に発生し
てきた考えで、それを今自分が学ん
でいるんだ」と気づいて、数学が楽
しくなってきました。
　高３になってからは、演習に追わ
れているだけで自分が見えなくなる
というか、本当に数学が解けるよう
になったのかさえ分からなくなる時
がありました。でも、セルフチェッ
クシート＊を週１回書くことが習慣
化されて、書いている時には自分を
冷静に見られました。セルフチェッ
クシートがあることで、「本当に自
分ができているのか？」「正しい考

＊ セルフチェックシート：高 2文系数学、高 3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何ができ
なかったか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

え方ができているのか？」が客観的
に分かるようになりました。課題が
具体的に見えて、とても有効でした。

中山：物理は公式が多く、塾によっ
ては覚えるだけの授業なのかもしれ
ません。テキストや参考書を見ても
公式だけがバーンと載っていて、肝
心なところが書かれていません。一
方、グノーブルの物理は身近な現象
からスタートして、「その現象が起
こるためにはこの公式がないとダメ
だよ」といった、プロセスが分かっ
て、頭にスッと入ってくる解説でし
た。公式から入るのではなく現象か
ら入るのが他との違いです。公式は
現象を理解するためにあることが理
解できて、公式に対するモヤモヤし
た印象が解消できました。
　それから、公式はひとつだけでな
くいろいろあります。ひとつの問題
を解く時に２パターンでやってみる
のもグノーブルの物理の特徴です。
正攻法とちょっと時間がかかる別の
方法を学びました。時間内で解くと
なると正攻法のほうが良いけれど、
もうひとつのやり方を教わることで、
本当の理解ができて、さらに難しい
問題に対応できる応用力が身につき
ました。

中山：高２から取っていました。高
２では実験が多くて、実験後に「ど
うしてその現象が起きたのか？」を
考えます。先生が黒板に書いて一方
的に授業するというよりも、先生が
質問して生徒が考える双方向的な授
業です。生徒が分からなかったら、
先生がヒントを出してくださるので、
自分の頭を使って答えを導き出して
いく感覚でした。もちろん生徒は答
えを知らないけれど、必要な知識は
与えられていて、その知識の中から
どれかを選ぶとその現象を説明でき
ます。一方的な解説ではなく、考え
ないといけないのが面白かったです。

奥野：ギャグや名言にあふれている
先生がいらっしゃいましたが、それ
を友達がまねしていて、しかももの
すごく似ていたので、みんなでよく
楽しんでいました。
　１回の授業に使う先生たちのエネ
ルギーがすごいとも感じていました。
「先生も頑張っているから、自分も
できる限り吸収しよう」と思ってい
ました。
中山：先生と生徒の距離感が近いで
す。特に物理の先生は、人生の先輩
でもありましたが、友人のような感
覚さえ持てました。プライベートな
ことでも冗談を交えて話すことがで
きたので、受験期でもピリピリせず、
だらけることもなく、「全員で成長
していこう」という雰囲気がありま
した。

中山：受験期は、模試の判定などで
周りと比べたがる人が出てきます。
でも、それはその時の一瞬の実力差
であって、別に結果ではないから、

それで自分を見失う必要はありませ
ん。しっかり自分の軸を持って、勉
強する時はちゃんと集中するし、集
中できない時は切り替えましょう。
僕はよく銭湯に行きましたが、「休
憩する時は休憩する、やる時はや
る」が良いと思います。「長時間勉強
すれば良い」みたいな風潮もありま
すが、短期間でも濃密な勉強ができ
たほうが頭に入るし、それで成績も
上がると思います。休憩と勉強のメ
リハリをつけて頑張ってください。
奥野：学校の先生から「みんな何が
目標なのか？　大学に受かることが
目標なのか、その先にある自分の夢
に向かうことが目標なのか？」と言
われていました。要は、受験のため
だけに徹夜するようなことをせず、
「自分はこうなりたいから、これを
やる」と決めたほうが良いというこ
とだと思います。受験はあくまでも
通過点だと考え、一生に一度しかな
い高３の生活も楽しんでほしいと思
います。

グノーブルの音読

授業内演習と添削

グノーブルの物理

グノーブルの数学

グノーブルの化学

後輩へのアドバイス

グノーブルの先生

奥野 利尭さん
（東京医科歯科大・渋谷教育学園渋谷）

中山 渡さん
（筑波大・麻布）
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赤嶺：医者になりたいと思ったのは
小さい頃です。当時の私は病院に行
くことが多くて、そこで受ける検査
を毎回怖がっていました。その時に
受け持ってくださった小児科医の先
生が、いつも笑顔で幼い私にも分か
るように説明してくださって、その
姿を見て憧れました。
　また、家族が医者にかかった時、
担当の先生が親身に寄り添ってくれ
たことで、祖父が治療に前向きに
なっていく姿を見ていました。医師
の仕事は患者さん本人も家族も救え
る仕事だと思いました。臨床を目指
しますが、機会があれば研究にも少

し携われたらと思います。
　面接はそこまで力を入れませんで
したが、基本的な志望理由などは考
えておきました。それから、最近の
面接ではMMI＊１という形式が増え
ていて、いろんな学校で学生の即興
性を試す質問をするようになりまし
た。たとえば、あなたが飲食店の店
員だとして、客からクレームを言わ
れたらどう返すかという質問があり
ます。「質問が何を意図しているの
か？」を考えるだけでも一本筋が
通った回答ができるので、それを考
えるのが一番の対策になるかなと私
は思っています。

赤嶺：私は「中学受験をする」と決
めた時に母から勧められたことが一
番大きいです。成城学園前校で算数
の先生に体験授業をしていただいて、
集団授業の塾なのに個人を見てくだ
さるスタイルに惹かれて入塾を決意
しました。
　どの教科の先生も個性豊かで楽し
い授業をしてくださったのが印象深
かったです。社会ではモニターを
使って映像を見せてくださったり、
派生する話をしてくださったりして、
中学受験へ向けた授業とは思えない
ような、毎回通うのが楽しい授業を
してくださいました。本当に一人ひ

とりに声をかけてくださるので、遊
びに行くわけではないけれど、塾に
行くのが楽しみでした。宿題も多す
ぎるわけではなく、先生が一人ひと
りの宿題をちゃんと見てくださるの
で、それをモチベーションにできま
した。
　大学受験グノーブルは、数学と英
語の両方でスタートダッシュ講座＊２

を受けました。中学受験の時から算
数が苦手だったので、数学は中１か
ら入りました。英語は中学２年生の
冬からです。中学受験グノーブルが
すごく楽しかったので大学受験でも
お世話になろうと思っていました。
一松：僕も「中学受験をする」と決
めてから、自分の習い事と曜日が合
う日程の塾を探しました。クラスの
中に多くの生徒がいるのはちょっと
苦手だったので、少人数制の塾を探
した結果、近所にあるグノーブル成
城学園前校に決めました。
　先生が授業に関係すること以外に
もいろんな話をされました。しかも、
ただ話すだけでなく、ユーモアを交
えて話すのが面白かったし、それに
生徒も惹かれていって、みんなでど
んどん授業にのめり込んでいきまし
た。
　直すべき点はちゃんと指摘してく
ださる先生が多かったので、そのお
かげで人間的にも成長できました。

中学受験グノーブル
OB・OG座談会

医学部受験のきっかけと面接対策

グノーブル入塾のきっかけ

＊１ MMI：Multiple Mini Interview で、複数の課題を用いた面接試験。提示された状況にどう対処するかが問われる。
＊２ スタートダッシュ講座：新中１対象の講座（２～３月に開講）。

僕は理科の授業で、問題が解けなく
て若干自暴自棄になった時に注意し
ていただき、そのおかげで諦めずに
勉強と向き合える精神を育めました。
先生方は実際に生徒の勉強を見てい
る立場から、日頃の頑張りを認めた
上で励ましてくださいますので、説
得力がありました。
　高１の冬休み前くらいに「そろそ
ろ大学受験を視野に入れよう」と考
えて、英語が得意ではなかったので、
とりあえず英語に強い塾を探しまし
た。この時、自分の周りでグノーブ
ルの英語の評判が良く、中学受験の
良い印象もあったので、冬期講習に
参加しました。そのまま入塾テスト
を受けて通常授業に通い始めました。

一松：最初は、扱う英文が長く難し
いという印象で、「こんなのできる
ようになるのだろうか？」という不
安はありました。でも、先生の解説
が分かりやすく、単語も丸暗記する
のではなく語源から理解していけば
頭に入りやすいのだと教えてもらい
ました。
　そもそもグノーブルは単語帳を推
奨しません。僕は単語帳が好きでは
なく、中３までは単語帳を買って
やってみたんですが、最後まで完遂
できませんでした。一方、語彙を分

解して成り立ちから捉えるというグ
ノーブルの覚え方は自分なりにしっ
くりきて、自分の語彙力向上につな
がりました。それが他塾との大きな
違いです。
　高３からは、最初にやるサミング
アップ＊のおかげで英語全体の力が
一気に上がりました。サミングアッ
プは要約の実力だけでなく、英文読
解のいろんなところの実力向上にも
つながります。リスニングも毎回や
るのでリスニング力も鍛えられまし
た。
赤嶺：先生方が一人ひとりを見てく
ださったり、ちゃんとコミュニケー
ションを取ってくださったりすると
ころは中学受験グノーブルと変わり
ませんでした。集団塾であそこまで
添削を一人ひとりにしてくださる塾
は他に知らないので、そこはグノー
ブルの特長なのだと思いました。
　それから、グノーブルはちゃんと
した量の宿題は出るけれど、そんな
に無理な量ではなく、量より質を重
視している塾だと感じました。

赤嶺：よく友人とグノーブルの話を
していました。英語を取っている子
が多かったので、英語の話で盛り上
がることが多かったです。授業中に
先生がしてくださった面白い解説の

話題で盛り上がったり、宿題の進捗
を確認したりしていました。
一松：僕は管弦楽部と音楽部と生物
部に所属していました。同じ部活に
入っている人とグノーブルの話をよ
くしました。英作文やサミングアッ
プの添削物を出す前にお互いに見せ
て、より良いものにしてから提出し
て、返ってきたのをまた見せ合って
「点数どうだった？」と確認するな
ど、切磋琢磨しました。「授業で先生
がこういうことを言っていたから、
こういうことなんじゃないか？」み
たいに指摘し合うこともしていまし
た。

大学受験グノーブルには、
中学受験グノーブルからずっとお通いの生徒さまが
多くおられます。
中学受験グノーブルの先生方から 17 期卒業生へ、
大学合格のお祝いメッセージが届きました。
グノーブルを通じ、一貫して学び培われた
「知の力」がどのようなものか…
卒業生の声に耳を傾けてみましょう。

わたしたち 
中学受験グノーブルから 
お世話になりました！

大学受験グノーブルの印象

学校でのグノーブルの評判

＊  SUMMING-UP LABORATORY：高３の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。知
的にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

赤嶺佑奈さん
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一松：僕の場合、グノーブルの宿題
が適度だったので、塾の宿題が忙し
くて部活に出られないということは
ありませんでした。部活が好きだっ
たので助かりました。
赤嶺：中学の時は英数だったけれど、
高校では英数だけでなく、生物や化
学、国語、小論文でもお世話になっ
ていました。宿題については一松さ
んと同じです。学校が都心ではなく、
学校から塾まで来るのに時間がかか
りました。受験直前まで６限まで
みっちりある学校だったので、振替
がしやすかったり後コマがあったり
したグノーブルは授業が受けやすく
てありがたかったです。

赤嶺：中２の時、グノーブルの英語
を本格的に受け始めたら、最初は
「難しいな」と感じました。クラス分
けテストの直前に「このままだとダ
メだ」と思って、追いつきたくて勉
強したら、成績が一気に伸びました。
　英語は全く得意ではありませんで
したが、数学ができなさすぎたので、
数学よりは点数が取れていました。
模試などでも安定していました。グ
ノーブルの復習をやっていたおかげ
です。
　高校生になると英作文やサミング
アップがすごく難しくて、「本当に
こんなの解けるようになるのか
な？」という問題にも出くわしまし
たが、頑張ってとりあえず答えを出
しました。こういう問題は自学だと
そのままになるけれど、それを先生
がちゃんと見てくださるので、「こ
こが分かれば解けたのか」という発
見が毎回あって、少しずつ自分の成
長を感じられるのが楽しかったです。
一松：僕は英語が苦手です。「嫌い」

という意識もありましたが、グノー
ブルのおかげでかなり好きな科目に
なりました。
　サミングアップの添削が実力をつ
けるのに役立ったと思います。サミ
ングアップはレベルが高くて深いの
で、サミングアップがある程度でき
るようになると、外部模試や校内模
試の要約でも満点が簡単に取れるよ
うになります。慶應義塾大学を受験
した時、毎年科学的な用語などの知
識問題が多かった第４問が今年は要
約と英作文でした。「以下の文章を
要約せよ」という問題でしたが、途
中で訂正が入って「要約せよ」が
「趣旨を述べよ」に変更されました
が、サミングアップでいろいろなパ
ターンをこなしていたので、対応に
困ることはありませんでした。
　英作文は長く苦しみましたが、受
験の英作文にはある程度のパターン
があります。グノーブルの英作文を
やっているとそのパターンが見えて
きて、難しい単語を使わなくても自
分の知っている単語を組み合わせて
納得のいく文章を時間内に作れる実
力が最後に身につきました。先生に
も「成長したね」と言われたのを覚
えています。

赤嶺：割と早いうちから大学受験グ
ノーブルにお世話になっていたので、
そんなにグノーブルでがらりと勉強
法を変えたところはありません。中
学の時は文法の堅苦しい形を頭に入
れるというよりも、グノーブルの例
文をGSL＊を使って音読して、英語
の音と一緒に基本的な文法を頭に自
然に入れてしまえました。そこから
高度な文法の知識をつけていくのが
文法を学習する上で良かったと思い
ます。
一松：グノーブルに入るまでは英語

の勉強をする時はただ読んで答えを
出すだけでした。それに対して、一
度やった英文を音読して、すらりと
意味が入ってくるまで繰り返し音読
するグノーブルの勉強法がとても効
果的でした。音読はリスニング力も
読解力も養えます。どんどん自分が
英文を捉えられるようになっている
と実感できました。
　英文には、「筆者はこれを伝えた
いんだ」という文と、それをサポー
トする文があって、その見分け方を
グノーブルでは教えてくれるので、
筆者の主張を感情を込めて音読でき
るようになりました。筆者は文章全
体を均等に読者に伝えたいわけでは
ないので、英文の骨格の部分を捉え
ていくことに慣れると、全体が立体
的に見えるようになって、とても見
通しが良くなっていきます。
赤嶺：初めての英文を見て音読する
時は、慣れていない文章なのでそも
そも声に出すだけで頭がいっぱいに
なります。グノーブルだと、年間を
通してたくさんの英文を音読してい
くことになるので、頭も英語らしい
メロディーを覚えていって、様々な
ところに目が行き届くようになった
り、新たな気づきがあったりします。

グノーブルの英語

英語の勉強法

＊  Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、英
語が得意なグノーブル生の土台を築いています。

赤嶺：単語帳は学校で試験がある時
は使っていたけれど、それ以外に個
人で買うことはありませんでした。
他塾の人はみんな単語帳を自分で
買っていて、私も高１・高２の時は
「語彙が足りないな」と感じて、単語
帳をバリバリやっている子と比べて
不安になったこともあります。でも、
グノーブルの先生方が、授業内で出
てきた単語を何度もしつこいくらい
教えてくださったり、語幹も教えて
くださったりしました。そのおかげ
で、高３になると何となく「ここと
あそこがつながっているのかな」と
推測できるようになりました。サミ
ングアップで知らない単語が出てき
ても、推測で書いてみたのが合って
いた時、グノーブルで教わったこと
が力になってきていると実感しまし
た。
一松：僕は学校で配られたものの他
に、高１で単語帳を買いましたが、
量が多くて、最後までできませんで
した。学校でやった単語帳も学校で
指示されていたのでやってはいまし
たが、難解大の英文を解いていると
「単語帳どおりの訳では綺麗な訳に
ならない」と気づき始めて、「グノー
ブルの英単語の本来のニュアンスを
捉えていく方面からアプローチする
覚え方が必要だな」と実感しました。
結果として、自分でもそういうのを
ある程度つかめるようになりました。

一松：添削がすぐに返ってきて、
「自分がどこを間違えたのか？」「ど
こをもっと理解するべきなのか？」
を分かった上で解説を聞けるのが大
きなアドバンテージになりました。
僕は気分屋なので、点数が悪いと機
嫌が悪くなることもあるけれど、

「次は高い点数を取ってやるぞ」と
いう気持ちも湧いてきます。先生の
コメントも毎回楽しみで、とても良
かったです。
赤嶺：私はそんなにストイックな性
格ではないので、予習でやってきた
問題を授業で解説されて、それを家
に帰ってすぐに復習して丸つけして
みるという、他塾の授業のようなこ
とはできません。グノーブルは授業
内で演習して、記憶が新しいうちに
解説を聞いて、分からなかったこと
をすぐに解決できます。この方法が
私には合っていましたし、自分の感
触を覚えているうちに解説を聞くと、
定着度が高まって効率も良かったで
す。

赤嶺：やって良かったのは、100円
ショップで売っているポケットファ
イルに、毎回のサミングアップのプ
リントを白紙のものと、解いて添削
してもらったものの２枚を見開きで
入れたことです。音読する時は白紙
のほうを見ながら、分からなくなっ
たら、解説のあるほうを片目で見ら
れるようにしました。それを毎回授
業が終わるたびにやっていくと、春
からのプリントを全部見られます。
私はめんどくさがり屋なので、めん
どくさいとやらなくなります。そう
やってプリント一式がちゃんとまと
められていると、気軽に音読しやす
くなります。このまとめ方は自分に
合っていました。
一松：返ってきた添削物を家で常に
傍らに置いて毎日音読しました。そ
れだけでなく、書き直すのをやった
のも良かったです。単語力を養うた
めの教材を次の週の授業まで部屋の
壁に張って、部屋から出る時に一通
りやってから出るのを続けていたら、
単語を覚えられました。

　グノーブルでは英語の過去問を勧
めてきません。周りの人たちは夏の
終わりから過去問をやっている人が
多かったけれど、僕自身は過去問を
たくさんやることはそもそも考えて
いませんでした。結果的に、２月に
なってから３、４年分の過去問しか
解いていません。「過去問を10年分
くらい解いている時間があるなら、
それを今までの授業の復習に充てた
ほうが実力を上げられる」と思って
いました。

赤嶺：数学も授業内に演習してそれ
をすぐに解説していただけたのが良
かったです。中学生の時から宿題を
ルーズリーフに書いて提出すると、
細かいところまで先生が見てくだ
さって、たくさん指摘してください
ます。先生が継続して見てくださる
ので、前に解けていなかった問題が
解けていると褒めてくださいます。
数学は本当に苦手だったけれど、毎
回先生の添削をモチベーションに楽
しんで宿題をしていました。
　自分一人で問題を解くと、○×を
つけて「どこでつっかかった」とか
「この解法が出てくれば良かったな」
とかの見直しで終わります。でも、
セルフチェックシート＊のおかげで、

単語帳を使わない勉強法

授業内演習のメリット

英語の勉強法の工夫

グノーブルの数学

＊ セルフチェックシート：高 2文系数学、高 3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何ができ
なかったか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

学校とグノーブルとの両立

赤嶺 佑奈さん
（東京女子医科大医・浦和明の星女子）

一松 大輝さん
（京都大農・麻布）
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先生が解説してくださった内容と、
自分が実際に解いた時の解き方を
ちゃんと照合して、「次どう活かせ
ばいいのか？」という振り返りがで
きました。これはセルフチェック
シートがないとできませんでした。
大量に問題を解くことができなかっ
たので、一問一問で多くの気づきを
得られることが良かったと思います。
　最初はセルフチェックシートに何
を書けばいいのかが分からなくて、
「とにかく埋めなきゃ」という気持
ちが強かったけれど、先生が授業の
解説で生徒一人ひとりの答案に対し
て一つひとつコメントを返してくだ
さったので、他の人がどう解いてい
たのかを知ることもできました。そ
うやって自分の答案を多角的に見る
ことができるという構図になってい
て、自然と多くの気づきを授業中に
得られました。
　セルフチェックシート１枚を書く
のにかなりの時間をかけていました
ので、ちょこちょこ分割して書いて
いました。授業が終わったあとに書
くだけでなく、解き直しをしてから
気づいたことも書き足せて、濃い復
習ができる仕組みだったと思います。
私は数学が苦手で、解法や問題を見
ると頭がごっちゃになるタイプです。
でも、毎回のセルフチェックシート

で「こういう時はこうすれば良かっ
た」とか「こういう選択肢を持って
おくべきだった」とかを客観的に分
析することで、少しずつ頭の中が整
理されて、試験本番の限られた時間
内でもなるべく最適解を見つけると
いう思考力を養えました。

赤嶺：国語は短期で受けました。漢
文の虎の巻や駆け込み古文、共通テ
スト古文を取りました。私は「国語
はそれなりに取れる」と思って放置
していて、共通テストでしか使わな
いので受験勉強もしていませんでし
た。でも、実際に共通テストを解い
てみるとすごく波があって困りまし
た。その時に共通テストの国語の講
座を受けたら、問題の見方を体系的
に教えていただけて、どんな文章で
も対応できることを学びました。そ
の後特に何かしたわけでもないのに、
国語の点数が安定するようになって
感動した覚えがあります。

赤嶺：ただ板書を写すだけでなく、
モニターなどで実物を見せてくださ

り、実物を想像する力も養ってくだ
さいました。そういうところは記述
問題や考察問題でも役立ちました。
生物は最近思考力問題が増えてきて
いますが、それにも対応できる力が
養われました。

赤嶺：化学は本当に苦手で、最後ま
で苦手でした。でも、授業内で実験
を目の前で見せていただけたので、
問題集や参考書だと小さく書かれて
いることを問われた時に「あの実験
でこういうテンションでやっていた
な」と思い出すきっかけになりまし
た。授業内の質問に対して「そんな
の分からないよ」と思っても、その
あとにすごく魅力的な解説をしてい
ただけたので、それが印象に残りま
した。おかげで記述力もつきました
し、「どういうポイントで記述すれ
ばいいのか？」という視点も自然と
養われました。

一松：中学受験グノーブルと大学受
験グノーブルの共通点としては、先
生のアドリブ的な発信が多い点が挙

グノーブルの国語

グノーブルの生物

グノーブルの化学

グノーブルの先生

この度の合格誠におめでとうございます。
中学入試の時から授業中の真剣な取り組み、分からない問題への丁寧なアプ
ローチなど学習に対する姿勢が素晴らしかったです。きっとその後の中学高
校の 6年間の学習を通してさらに才能を伸ばされたのでしょう。小学生の時
の夢の実現にまた 1歩近づきましたが、ここからもきっとこれまでの学習か
ら得た経験が大いに役立つものと思います。また応援しております。

計算の跡や図への書き込みがほぼ見られない問題用紙、一方で、解答用紙に
は合格点の正答数ときちんと考えたことがうかがえる誤答内容、小学４年生
時の一松くんの入室テストのようすです。その後、授業を通じて三年間の時
間を共にしました。元来の思考力に磨きをかけつつ、自身で苦手だと認識し
たものに対するここ一番での努力がとても印象的でした。
進学おめでとうございます、これからの更なる飛躍とご活躍を期待します。

中学受験グノーブル永井先生から一松大輝さんへ

中学受験グノーブル平野先生から赤嶺佑奈さんへ

げられます。先生はある程度話す内
容を授業前に決めていると思うんで
すが、その中でも生徒の反応に合わ
せた話の選び方が生徒の心をつかみ
ます。
　他には、質問や学問的欲求に対し
てとことん答えてくださるのも共通
点です。生徒の名前を覚えてくださ
るのもうれしいです。グノーブルの
先生方は生徒に当てて答えさせてく
ださるので、その過程で生徒と先生
の対話が必然的に増えます。そうい
うところも良かったです。
赤嶺：先生方との距離感はとても近
くて、いつでも質問できる空気感が
ありますが、だからといって先生方
は個人の志望校や成績に干渉してく
るわけではありません。本当に個人
個人の意思やスタイルを尊重してく
ださって、時には的確なアドバイス
をしてくださって、そういう距離感
や空気感はとても居心地が良くて、
学んでいて楽しかったです。中学受
験グノーブルも大学受験グノーブル
も先生方には共通した素晴らしさが
感じられました。

一松：グノーブルは受験に必要な基
礎力をすべて生徒に提供してくれて、
しかもそれを実践する場もグノーブ

ル内で作ってくれる塾です。受験は
難問を解き切る力ではなく、みんな
が取れる問題で自分も逃さずに取っ
て他の人に差をつけられないように
しつつ、ちょっと難しい問題にも自
分の基礎を活かしつつアプローチし
てちょっと差をつけて勝利するもの
だと思います。だから、過去問に傾
きすぎたりして、グノーブルで習う
基礎を怠ることを絶対してはいけま
せん。
　それから、国立だと学部によって
共通テストの配点が変わってくるの
で、志望校は早めに決めたほうが良
いです。僕が志望校を決めたのが１
月で、共通テストが終わったあとに
点数を見て迷いました。もっと早く
志望校を決めて、苦手な共通テスト
の社会を勉強すべきだったと反省し
ています。志望校特有の配点などは、
過去問を解くずっと前から知ってお
くことが大切です。僕を反面教師に
してください。
赤嶺：グノーブルの授業は一見する
と受験受験していません。でも、グ
ノーブルの問題は汎用性が高く、
10校以上受験した私も全く困りま
せんでした。途中で志望校を変更す
ることになっても、不安に思わなく
て大丈夫です。グノーブルの宿題や
授業を大事にして、最後まで自分を
信じて勉強することが大切です。

後輩へのアドバイス

赤嶺 佑奈さん
（東京女子医科大医・浦和明の星女子）

一松 大輝さん
（京都大農・麻布）
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 表紙の写真とこのページの
メッセージは、受験報告会
（2023年３月）の記録から
編集者が任意に選んだもの
です。
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知の力を活かせる人に
私たちは、生徒の皆さん一人ひとりと誠実に向き合います。

皆さんが、将来にわたって活躍できる土台となる、

有機的知識・思考力・判断力・コミュニケーション能力・心の強さを

身につけていくことを常に念頭に置いた指導をお約束します。

何より、皆さんの意欲や好奇心といった心の中の火を

無味乾燥な受験勉強で消してしまわない、

活き活きとした環境を提供していきます。

Gnoble グループ　各校舎所在地

本物の知的体力がますます求められています。
その知の力を伸ばすのに最も大切な要件は、
前向きになれる、知的刺激にあふれた環境で学
ぶことです。授業形式、教材、そして、教職員の
接し方に至るまで、皆さんが意欲的になれる環
境を整備し、難関大学・学部を目指す皆さんを
しっかりサポートしていきます。

最新の入試傾向に対応したカリキュラム、精選さ
れたオリジナルテキストを基に、経験豊かな講師
陣が一人ひとりに向き合った双方向の授業を展開
し、難関中を目指す子どもたちを導いていきます。
学習したい教科や志望校別のクラスが選択でき
るなど、中学受験に関するさまざまなご要望にお
応えしていきます。

生徒一人ひとりに心を配り、その子の持つ可能性
を追求します。学習状況に合わせて、講師１名に
生徒２名、あるいは生徒１名の完全個人指導体制
を提供します。中学受験・大学受験グノーブルと
並行して通うことも可能です。グノーブルオリジナ
ルテキスト等も併用しながら、個別に対応します。

さまざまな楽しい英語体験を通して、聞く、話す、
読む、書くの４つの力を伸ばします。先生２名に生
徒は８名程のクラスで、ネイティブの英語に触れ、
親しむことができます。ご家庭での学習も配慮し
た教材で、継続的な学習を無理なく行うことがで
きます。


